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私ガ第20同 結核病墨総會二於 テ「肺結核室洞 ノ

吸引療法」ナ ル宿題報告テ致 シ得 タ事ノ・誠二光

榮 ト存ズル次第デアル｡斯 ノ如キ治療問題ハ短

期間 ノ研究 デノ・到底満足ナ成果テ基ゲ得ナ ィ事

ハ當然 デアルガ、特二肺結核室洞 ノ吸引療法 ト
　

云 フ様ナ全 ク新 シイ問題 ヲ私如キ淺墨菲才 ノ者

ガ、然 モ短時間二研究 シテ何等 カノ報告 ス可キ

成績ヲ暴ゲヤウトスルコトカ既二非常二無理ナ

事デアツテ、報告ハ以下二述ベルヤウナ全 ク内

容 二乏 シイモノデアリ、皆様 ノ御期待二副 ヒ得

ナイ事テ深 ク御詑ビスル次第デアル.

肺結核室洞 ノ治療法ハ近來外科的方面 ヨリ盛二

研究サ レテ束テ、肺結核 ノ外科的療法ハ要 スル

ニ室洞 ノ外科的療法デアル ト云ツテモ過言デハ

無 イ｡

肺結核室洞 ノ外科的i療法ニハ人工氣胸術ハ申ス

ニ及バズ胸廓整形術、横隔膜神経捻除術等種々

方法 ガアルガ、何 レモー長一短 アツテ未 ダ満足

ス可キ数果 ヲ基ゲテ居ル トハ云ヒ得ナイ}伏態デ

ア ル ¢

肪 結 核 室洞 テ切 開 シテ治 癒 セ シ メ様 トスル企 ノ・

既 二十 九 世 紀 ヨ リ行 ノ・レタ塵 デ ァル ガ1845年

HastingandStorkS{i}ガ 室 洞 ニ ゴム管 ヲ播 入

シテ好 結 果 テ 得 タ トノ報 告 ガ アル｡其 ノ後

Tuffier(ut,Runeberg{3},Sonnenburg(4j,Hahn

(5),Rickenberg{6}等 二 依 ツ テ 小 藪 ノ例 ガ報 告

サ レ タ ガ、 成 績 ハ 余 リ芳 シ ク無 イ モ ノ デ ァル.

.近 年 二 至 ヅ テ掲 逸 ノSauerbruch(「 》ガ可 成 リ多

獄 ノ例 二 於 テ室 洞 切 開 ヲ施 シ稽 ㌃見 ル 可 キ結 果

ヲ 報 告 シ テ居 ル ガ 、 米 國 二 於 モGekler(8},Bru-

ns(9》,Casper{9),Liliantha1αol等 ノ同 様 ノ報 告 ガ

ァ ツ タ ガ 最 近 二 至 ヅ テKleesattel(M)等 ガ胸 廓 整

形 術 後 爾 残 存 ス ル 室 洞 ノ治 療 二 切 開 療 法 テ施 行

シ タ 腿 稽 丸好 結 果 ラ 得 タ ト報 告 シ テ 居 ル｡

1937年LeoEloesser〈i2)ガ 肺 結 核 室 洞 二rカ テ

ー テ ル 」ヲ播 入 シ吸 引 シ テ見 タ ガ
、其 ノ結 果 ノ・不

満 足 デ ア ツ タ ト報 告 シ タ ノ ガ 此 ノ室 洞 吸 引療 法

ノ始 メ デ ア ル｡翌1938年 ロー一マ 大 學Forlanini

研 究 所 ノMonaldi{i3)教 授 ガ室 洞 ノ連 績 吸 引 療

法 ヲ考 案 實 施 シ テ 驚 ク可 キ 数 果 ヲ 嚢 表 シテ以 束

Schuberth(10,Grass91s),BuruandFranken〈ts〕,

Dorn(iz,Weber'i8),Kupka㈹,Cussen(29),Kre・

mer(21),Sa就orius(22)等 テ始 メ世 界 各 國 ニ テ追 試

サ レ、 此 ノ療 怯 ノ 償 値 ガ漸 ク認 メ ラ レ テ來 タ｡

私 モ ー一昨 年 束 此 ノ療 法 テ施 行 シ テ 居 ル ガ我 々 ノ

6幟 例 二 就 テ 得 タ僅 カ ナ 経 験 テ報 告 ろ ル吹 第 デ

ア ルレ⑤

2.肺 結核空洞ノ臨淋的意義

肺結核室洞ガ臨林的二如何 ナル意味ヲ持 ツカ等

ト云フ事ハ今更論ズル必要 ノナイ事デアル ト誰

シモ考ヘル所 デアルカ、然 ラバ如何 ナ室洞ガ如

何ナ経過テ トルカト反問サレル ト其 ノ答ハ必ズ

シモ容易デハ無 イ.今 熊谷内科教室 ノ入院外來

患者790名 二就テ塞洞 ノ臨豚的意義 ヲ統計的 二

槻察 シテ見度イ.

室澗 ノ存在部位拉二性別 第1表 二示 ス様二室

洞ハ男ニハ左右同傘二來 ル カ 女二の左側 ガ多

イ.次 イデ肺野 ト室洞 トノ關係 テ見ルニ室洞ハ

肺上野二最モ 多 ク全室洞 ノ約70%ハ 肺上野二

見 ラレル.就 中鎖骨下ニァルモノガ其 ノ過牟撒

ラ占メテ居テ、肺中野二來ルモノモ僅カニ全室

洞 ノ26%二 過 ギ 無 ク、 其 ノ他 ノ部 二束 ルモ ノ

ハ實 二僅 少 デ アル｡肺 室 洞 ハ雨 側 二來 ル事 ガア

ル ノモ常 然 六 全 空洞 ノ約20%ガ 雨側 二來、其

ノ約 牛 激 ハ雨 肺 ノ上 野 二來 ル事 ハ 第2表 二示 ス

塵 デ アル｡

室洞 ノ数 我 々 ガ 日常 診 ル結 核 患 者 ニ ハ多激 ノ

室 洞 テ有 スル者 ガ 多 イ｡今 室 洞 患 者790名 二就

テ其 ノ空 洞鍬 ヲ調 査 スル ニ、1個 ノ室 洞 テ有 ス

ル者49・2%、2個 ノ室 洞 テ有 スル者26.7%、

3個 テ有 スル 者12.3%デ ァルe帥 過 半 撒 ハ1

個 ノ室洞 ヲ肺 上野 二有 スル繹 デ アル｡

室 洞 患 者 ノ豫 後 肺 結 核 患 者 デ室 洞 ヲ有 スル者

ノ・有 シナ イ者 二比 較 シテ豫 後 ガ悪 イ事 ノ・誰 シモ
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瞬

第1表 肺結核 空洞 患者 ノ性別、存在部

位別 頻度(伊藤 、齋藤)

奮・癬 年立 男 女 計
例数 % 例数 % ケ1数 %

右

側

1上野
β5 19.7 47 6.0 202 25.7

中" 52 6.6 ノ9 2.← 7' 9.o

「Fり 10 1.3 5 0.7 嚇,5 駐2
.0

含" 0
璽0

3 0.与 3 α 与

計 2f7 27.5 74 9.3 29' 36.δ

方

側

上 野 角7 ・,8.6 88 ,A7 235 29!7

中 〃 砧 a2 37 3.9 % 12.ゴ

丁 嚇 0 『 ' 0.' ' o.7

全 ・・ 3 0.4 0 0 3 0ゐ

計 2鴛 2762 120 15.2 335 42.4

知 ツテ居 ル塵 デ アル｡室 洞 ノ有 無 ト豫 後 トノ關

係 テ病 型 別 二比較 シテ見 ル ト、 血 行 型 デ ハ室 洞

患 者 ノ死 亡 率 ハ77.5%デ アル ノニ 比 シ.室洞 テ

有 シナ イ者 デ ノ・42.7%デ ァル｡即 チ 室 洞 アル

第3表 空洞 ノ有無 ト豫 後(大 山)

病型 血 行'性 摂潤 性
密 凋 ル
右 無 看 無 〆右 無

豫

後

生 死 生 死生死生死

数 16 55 55 41224砕2 88 3

% 225 775 573 4ユ76凱2 388 36コ
ユ3

一

室 洞 存在 部 位 ト豫 後 トノ關 係 肺結 核 室洞 ノ大

牛 ハ肺 ヒ野 ニ ア ル 事 ハ 既 二述 べ タ如 ク デ アル

ガ、 然 ラバ室 洞 存在 部 位 ト豫 後 トノ聞 二 關係 ガ

アル カ如何 カ テ317名 ノ患 者 二就 テ見 ル ニ、 全

野 二渉 ル様 ナ室洞 テ有 スル患 者 ハ100%ノ 死 亡

卒 テ示 シ、上 申野 二渉 ル室 洞 ハ83%、 上 野 ノ室

洞 ハ75.6%、 其 ノ他 ノ中野 又 ハ 下野 ニ アル室 洞

デハ50%ノ 死 亡率 テ示 シテ居 ル｡之 レハ 下野 中

野 ノ室洞 ハ種 々 ノ療 法 亭依 ツ テ比較 的治 癒 シ易

イ事 テ意 味 シテ 居 ル｡噺

室洞 ノ大 イサ ト豫 後 ト ノ關 係 第4表 二依 リ既

二室洞 患者 ノ死 亡 卒 ハ 室洞 ノ大 イサ ニ影 響 サ レ

ル事 ガ想像 サ レル塵 デ アル ガ、 更 二此 ノ關 係 テ

詳 細 二検 討 シテ見 ル ニ診察 後1ケ 年 デノ・室 洞 ノ

第2表 肺結核空洞 患者 ノ性別、存 在部

位別頻度(雨 側)(伊 藤、齋藤)陶

堂調部位 男 女 叶
例歌 % 例 辱気 % 朔骸 %

右 左
土 欝 よ 饗チ 5? 7・5 27 3｡与 86 ノ0.9

よ 御 ゆ 細 〃 孟奪 5 o.6 '6 2.0

ψ 鱒 土'・ '0 '｡3 5 o.6 ゴ5 轟9
■'・ 申" 8 '、2 2 a' ノ0 濫3

よ'・ 丁 ・・ 3 α← 0 o 3 砿← 1

下 ・・ 7御 ' 0.' ' a' 2 θ.3

上 噸 ▼申 欄 13 A6 2 o.3 '5 あ4

よ■" 」』" 3 o← o ∂ 3 訊午

中 岬 嘉申 仰 」 琵与 o o 3 o,毎

上申 ・・o" ' 0」 0 0 '
'0

.'

ム や 岬 ▼'・ ← α5 2 α3 6 a8

「F'・ や ・・ ' α ル 0 o , o.1

↑" ウ'6 ' αf ∂ o ノ ρ」

公・ 絢 全 釦 2 α3 o o 2 42

ルZO ノ5.2レ ◇」レ 5,6. ル6命 20.8

患者 デノ・約1.8倍 高 イ死 亡率 テ示 シテ居 ル｡浸

潤 性 肺 結核 二 於 テノ・室 洞 患 者 ノ死 亡傘 ハ38、8

%デ ァル ニ比 シ、 室 洞 ヲ有 シナ イ者 ノ夫 ハ3｡3

%二 過 ギ無 イ｡部 チ雨 者 ノ差 ノ・約11倍 デ アル｡

第4表 空洞 存在部位 ト豫後 羊 ノ關係'伊 藤、齋 藤)

謙
上

野 守毒下 害考舎計

生存者 49 18 8 3 1 1 0 80

死亡者娩 23 139 3 1 1 6 237

計 273 47 47 6 2 2 6 3'7

屍亡率徳6 舐7 8ao 5ao 5ao 訊0 撫0 7瓶8
ア

直 径4糎 以 下 ノモ ノ デ ノ・33.8%以 下 ノ死 亡i率

テ示 ス ガ4糎 ～5糎 ル直 径 ノ室 洞 デ ノ・60%
、6.

糎 以 上 デノ・殆 ド100%ノ 死 亡 傘 ヲ示 シテ居 ル｡

診 察後3年 デ ノ・1糎 程 度 ノ室 洞 アル 患 者 デ モ既

二60%内 外 ノ死 亡率 ラ 示 シ4i糎 以 上 デ ハ90%

ノ死 亡傘 ヲ示 シテ居 ル｡5年 後 モ大艦3年 後 ト

同 一程 度 ノ死 亡傘 テ示 ス ガー 般 二梢 ≧高 イ死 亡

傘 デ アル｡帥 チ何 レニ シロ大 キ ナ室 洞 テ有 ス ル

者 程 豫 後 ガ悪 イ ト云 フ事 ガ知 ラ レル｡

肺 結 核 室 洞 力幽 犬ト豫 後 然 ラバ 室洞 患 者 ノ豫

後 ハ 只 二室 洞 ル大 イサ丈 ニ ヨツ テ決 定 サ レ室 洞

ノ性 質 二 關係 ナ キ モ ノデ ア ラウ カ
、 今317名 ノ

室 洞 患 者 二就 テ空 洞 壁 ノ牲 質 室 洞 周 園 ノ浸 潤

ノ有 無 等 二就 テ調 査 シタ鼠 室 洞 壁 ノ薄 イ所 霧胃
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第5表 空洞 ノ大 サ ト豫 後 トノ關係(其 一)
一年以上観察 シ豫後判 明セル317例

ノー年 後 ノ豫 後(伊 藤、齋藤)

甑 生
有

死
亡 計

}

蕃
楽

0一 ノ 6 2 3 25㌧0

1-2 58 ノ7 75 22.7

2-3 77 29 106 274

3-4 45 23 68 33.8

4-5 '辱 21 35 `0.0

5-6 4 7 〃 63.6

6--7 o 4 4 〃0.0

7--8 σ 6 6 〃0.0

8-→ 1 3 4 7εo

計 205 〃2 317 353

弾力性 ノ室洞 ヨリモ室洞壁 ノ肥厚 シタ所謂強固

性空洞 ヲ有 スル患者 ノ方 ガ豫後悪ク、叉何 レノ

第7表 空洞ノ大サト豫後トノ關係(其三)
五年以上観察ジ豫後判明セル226例
ノ五年後ノ豫後(伊藤、齋藤)

★繍
o翫 鯵

生

有

死
亡 計

死1亡

!

率1

0一 ノ ノ 5
一

6 83.3

1-2 18 35 50 70.0

2-3 26 55 81 67.9

3-4 8 37 45 82.2

4-5 ∫ 24 25 96.0

5-6 0 8 8 '00.0

6-7 0 3 3 100・o

7-8 o 5 5 10α0

8→ 0 3 3 10α0

計 囲51 175 226 77専
」

、

空洞二封 スル氣胸術 ノ影響 室洞壁ヲ人工氣胸

二依 ヅテ外部 カラ歴迫 シテ雨壁 テ近接サセ癒著

ラ促 シ室洞 テ癩痕化サセル ト云 フ方法ガ最モ合

理的ナ方法デアラウト云 フ事ハ充分考ヘ ラレル

事デアル｡氣 胸療法 ノ肺結核二及ボ ス奴果ラ考

ヘル時、氣胸療法力空洞 ノ治i療二最モ理想的デ

アラウ事ハ我々ノ充分理解 シ得 ル事 デアルガ、

第6表 空洞 ノ大 サ ト豫後 トノ關係(其 ご)

三年以上観察 シ豫後判明 セル287例

ノ三年後 ノ豫 後(伊 藤、齋藤)

轟
0--1

生

有

究

亡 計 窒
3 5 8 625

1--2 27 42 69 60.9

2-3 42 54 96 36.3

3一 ち ノ7 42 59 71.2

4-5 3 29 32 go.6

5-6 2 9 〃 8Z8

6-7 0 3 3 磁0

7--8 0 5 3 1α1.o

8・ → 0 4 4 吻.0

盲十 94 193 287 67.2

室洞二於テモ室洞 ノ周園二浸潤ガアル者デハ没

潤 ノ無 イ者二比 シテ豫後ガ悪 イ｡

第8表 肺結核 空洞 ノ性状 ヨリ見タ

ル豫後(伊 藤、齊藤)

奮掴ゾ性状 擁
窟

饗
窟
計虻 率

㍉ 密洞 凋口

蠣 廟 痂
殖力性1舳潤■

綬滴ナ椥

角

2?

2?

鱒

43

67

`鵬}

l
l62∬

謝 」

1室凋潤團空職 蔽潤痢㌧
u

厚強性1金調凋囲

藏潤,魯モル

12

2㌘

62

脱

糾

超

338

8舵

侃忽

計 80 " 3" 74.8

今室洞患者二及ボス人工氣胸 ノ影響 テ統計的二

観察 シテ見度イ｡勿 論是等 ノ統計ノ、各々異ヅタ

患者二就 テノ比較デアルカラ必ズシモ人工氣胸

ノ敷果 ト速断 シ得 ナィガ大禮 ノ事ハ知 リ得ル｡

第9表 二示 ス様二、室洞患者デ然モ人工氣胸ラ

施行 シナイ場合ノ・死亡卒ガ1年 後ニノ・46%、2

年後ニノ、72%、3年 以後ハ80%以 上デアルガ
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人 工 氣 胸 術 ヲ施 行 シタ場 合 ノ・1年 後17.6%、2

年後35.7%、3年 後49.6%デ アル｡7年 後s

ナ ル ト氣 胸 ヲセ ヌ場 合 ハ90%、 氣 胸 ヲヤ ヅ タ場

合 ハ63%ノ 死 亡 奪 デ ァ ル｡之 レカ ラ見 ル ト氣 胸

療法 ガ室 洞 患 者 ノ豫 後i好 影 響 チ及 ボ ス6特 二

氣胸 施 行 後 早 期 二死 亡 ス ル事 ガ非常 二少 ナ クナ

ル事 ガ解 ルニ

第9表 空洞 患者 ノ人工氣胸術施行 セ ル者 ト

施行 セザル者 トノ豫後比較(伊 藤、齋藤)

続 ・ 畳

顧 を第鷲 別
各 例 塾.㌧

ん胤 旋榊b窺ル腫観㈱ セ廊o

釜 響 計 % 箋 署 計 %

7職 繍 護3伽隔 % 2' 〃9 π6 〃7 9' 1% ㈲
2・ 〃2%硬2 距 40 〃2 3生7 5' '32 183 骸o

3御 御287噸3 37 56 〃3 4% 37 737 1怨惣7

4"勲233・ 亭 晒 4? 留鉱7 23 122 ル45 洗'

5-"226醒5 33 53 翫駄6 18 722 鵡o 8凱'
1

6""'63"6 22 36 58 617 12 93 孫防 鋤
7一 御 ル33欝7 ノ7 27 44 63.0 9 80 89 鋤

卯 " "9 588 3f 16ヴ'98 路翻響破糠3〃 榊

室洞患者 ノ勢螢歌態 室洞患者デ爾生存 シテ居

テ然モ現状調査 ノ充 分 出束 ル80名 二就テ勢働

歌態テ調査 シタ塵、観察期間ガ2～5年 ノ割合

短イ者40名 デノ・勢働可能者14、 舅働 不能者26

名デ勢働不能者ノ方ガ遙 カニ多 イガ、5年 以上'

観察 シ得 タ例 デハ努働 可能者35名 勢働不能者

5名 デ、努働 可能者 ガ遙カニ多イ｡然 モ是等 ノ
も

者 ハ普 通 一般 ニ ハ籐 リ病 人 トシテ取 扱 ハ レテ 居

無 イ者 デアル｡之 チ要 スルユ室洞患者 ノ豫後ハ

室洞 ヲ有 シ無 イ者 ノ夫二比 シテ、甚 ダ悪 イ許 リ

デ無 ク比較的永 ク生存 シ得 タ者ハ健康者 ノ様ニ

ー般民衆二飯 シテ働 イテ居ル者 ガ多 イ.從 ツテ
評

盛洞 ヲ治 スト云 フ事ハ治i療上 カラ云 ツテモ亦ル吐

會保健上カラ見 テモ極 メテ大切ナ事 デ)'ル.然

ラバ室洞ノ・如何二治療 ス再 キカ、勿論室洞 ト難

モ自然二癒 リ得ルモノデアル.殊 二揮力性 ノ淺

イ室洞 ガ自然二消失 スル事ハ我々ノ日常経験 ス

ル塵デアルガ、深 イ室洞、硬固性塞洞ニナル ト

・仲々治癒 シ難ク自然二治癒 スル ト云 フ事ま亦罪

常二稀 デアル事 モ既二知 ラレタ事デアル.室 洞

ノ療法二人工氣胸 ガ最善 デアル事ノ・既 二述(ご

タ｡然 シ實際問題 トシテ人工氣胸 ヂ實施 シ得ナ

イ場合ガ多 イ｡殊 二菖イ室洞 ガアル場合硬固性

ノ室洞 ノ場合ニハ肋膜雨葉問二癒著 ガアツテ氣

胸療法不可能 ナノカ常 デアル｡此 ノ様ナ場合二

胸廓整形術 トカ横隔膜神経捻除術 トカ色々ナ外

科的療法ガ考案實施サ レテ居ルガ、之 レトテ縮

テノ室洞号適癒出來 ル整形術 トカ横隔膜紳経捻

除術 トカ色々ナ外科的療法 ガ考案實施 サ レテ

居ルカ、之 レトテ総 テノ室洞二適鷹出來ル繹 デ

無 ク、叉容易二誰ニデモ出來ル ト云 ブ課 デモ無

イ.反 之室洞 ノ吸引療法ハ私 ノ様ナ内科霧デモ

李氣デ簡輩二實施出來、然 モ條件サへ選・ぐバ柑

當見ル可キ数果ヲ墾 ゲ得 ルモノデアル｡

3.手 術方法勉 二手術 ノ難易

普 通 ノ「レ ン トゲ ン」爲 眞 デ室洞 ノ大 イ サ、 周 園
も

トノ關係他 ノ病竈 ノ有無等 ヲ詳細二検査 シタ後

人工氣胸テ再三實施 シ、室洞附邊ニハ肋膜雨葉

問二完全ナ癒著ガアツテ、人工氣胸 ガ絶封二出

束ナイト云フ事 テ確 メタ後、胸廓 ノ前後径 ノ中

央蛇ム其 ノ前 後3糎 ノ虎 デ断層寓眞 ラ撮影 ス

ル｡此 ノ断層爲眞 カラ周園二更轟室洞 ガアルカ
あ も

如何 力、 室 洞 ト誘 導 氣 管 支 トノ關 係 胸壁 カ ラ ド

レ丈 ノ深 サ ニ室 洞 ガ アル カ、 又 室 洞 自身 ノ深 サ

ガ ド レ位 アル カ ヲ精 細 二調 査 スル｡手 術 ハ 「レ

ン トゲ ン」透 覗 毫 ノ上 デ行 フガ、先 ヅ患 者 ヲ背 位

二透 視 皇 上 二横 臥 サ セ透 覗 シ乍 ラ室 洞 ノ周 邊 ニ

ー致 シテ鉛 ゴ ムヲ張 リ更 二 「レ ン トグ ン」爲 眞 ヲ

撮 影 シ、室洞 ノ位 置 ヲ正 確 ニ シ、「ト翼 ア カー」ヲ

播 入 ス可 キ位 置 ヲ決 定 スル｡此 ノ際 患者 ノ膿 位

ヲ少 シデ モ攣 ヘ ル ト鉛 ゴ ム ノ位 置 ト室洞 壁 トガ

ー 致 セヌ様 ニ ナ ル故 絶封 二 身罷 テ動 カサ ヌ事 ガ

肝 腎 デ アル｡此 ノ様 ニ シテ 「トロ ア カー」デ播 入

ス可 キ黙 ガ決 定 シ タ後 室 洞 ノ中央 目 ガ ク テ 「ノ

ボ カ ィ ン」ヲ注 射 シ 乍 ラ 長 イ試 験 穿 刺 ノ針 デ播

入 スル｡此 ノ際 室 洞 ノ周 園 二健 康 ナ肺 組織 ガ ア

ル場 合 ノ、殆 ン ド抵 抗 ヲ感 ジナ イガ、禮 表 カ ラ空 一

舞
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洞 迄 ノ間 ノ肺 組 織 が既 二織 維 性 二慶 化 シ テ居 ル

場 合 ハ或 ル種 ノ抵 抗 テ感 ジ、 針 先 Σ 「ザ ラザ ラ」

ト云 フ音 テ感 ズ ル。 何L・ ノ場 合 ニ シロ室 洞 ノ壁

三針 が達 ス ル ト非 常 二堅 イ抵 抗 ラ感 ジ 、 之 レテ

突 破 スル ト急 二抵 抗 が無 ク ナ リ注 射 筒 二室 洞 や

膿 が吸 引 サ レル1帥 チ之 レノ・針 ノ先 が室 洞 内r・

アル事 テ示 シテ居 ル0ρ

箪10表 空洞患者生存者80名 ノ生存

年数(伊 藤、齋 藤).

、

鰹藤
トーニー一一一一一一一一.一一

5～610

ヤ

2=辿
4降'

」

I

I
6～7 3 ' 鋤i一 一.一→

7～814 2
5

15 2

66i
6'ズ

}8～9 '

lq-lo18
L」Lt

10～ '
_」_

一

計 紐 18
49
3'

2～5年 廻 鎗140
5与 以後 3劃40

室 洞 が大 キ イ場 合 ノ・「トロ ア カー」ラ試 験 穿 刺 針

ト同 方 向 二挿 入 ス ルt容 易 二室 洞 二到著 ス ル モ

ノデ ァ ル ガ、 室 洞 が小 サ イ場 合 ノ・試 験穿 刺針 が

一 度 室 洞 ユ達 シテ 毛本 穿 刺 用 ノ「トロ ア カー」ハ

伸 々室 洞 ユノ・達 シ得 ナ イモ ノデ ア ル。 從 ツ テ試 ・

験 穿 刺 針 が空 洞 内 二人 ツ タ場 合 イ・針 テ ソ ノマ ・

身艦 内 三稜 シテ注 射 筒 丈 テ針 カ ラ取 り去 り、 針

二 「マ ン ド')ン 」テ通 ジテ針 ノ長 サ丈 挿 入 スル。

斯 ク シ テ「マ ン ドリ ン」a身 艦 内 二残 シテ針 丈 テ

抜 キ去 ル。 次 イデ 「≒ ン ドリ ンJ子 「トロ アカー 」

ノ針 ノ孔 二通 ジ テ静 カ ニ 「トロ アカー 」テ 「マ ン

ドリ ン」テ保 ツ テ静 カニ 深 ク 進 メ テ室 洞 二達 セ

シ メル。 室洞 三 針 尖 が達 シ タヵ如 何 カノ・「トロ

ア カー」 ノ側 枝 二注 射 筒 テ連 ネ テ 吸 引 スル事 昌

依 ツ テ容 易 二知 指 事 が出 来 ル 。 叉側 枝 カ ラ氣 胸

装 置 ノ「マ ノ メ一 夕ー」二連 結 スル ト 「マ ノ メー

、

第1圖一

第2圃一 筋臨 眞

森羅

鋤̀
」

、藩

耀
鷹
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第3圖 一 ・

歩一」ガ活澱 二動 クカ如 何 カ ニ依 ツ テ、先 端 ノ室

洞 内 ニ アル や否 やガ筒 一層 詳 ラ カニ知 ル事 が出

来 ル。 此 ノ謹 呈 シテ空洞 内 二針 尖 ガ アル事 テ確

メ タ後 、 穿 刺 用 「マ ン ドリ ン」テ抜 キ「トロ アカ

ー」ノ外套 二胸 廓 鏡 子 挿 入 シテ室 洞 内 テ.良ク観

察 シ、此 ノ像 テ ス ケッチ スル。次 イ デ外 套 管 内 二

8號 ノ「ネ ラ ト ンカ テ ー テ ル」テ稽 篭深 目二描 入

シ、「カ テー テル」丈 ラ 身禮 二残 シテ穿 刺 用 「トロ

アカー」ヲ抜 キ取 ル。 次 デ針 金ヴ 以 テ 「カ テー テ

ル」テ身膿 表面 二 固定 スル。 雨3日 間 此儘 放 置

3日 目頃 カ ラ3000～5000cc/2ツ ノPerthes

吸引 瓶 ラ用 ヒ落 差 ラ利 用 シテ陰 暦 テ作 ル事 昌依

ツ テ空 洞 内容 テ吸 引 ス ル。最 初 ノ・30糎 位 ノ水 墨

.デ吸 引 スル ノが適 當 ノ檬 デ ア ル。誘 導氣 管 支 が

大 キ イ場 合 ・・瓶 テ交 替 スル事 が煩 ・、シ イ爲 水 流

「ポ ンプ」デ吸 引 スル ノが便 利 デ アル 。但 シ此 ノ

際 ノ・M誌sini(23)ノ 魅 力 調 節 瓶 テ中間 二 置 キ吸 引

スルカ ラ調 節 スル事 が大 切 デ アル。 之v二 依 ツ

テ室 洞 壁 ノ組 織 が損 傷 サ.レル ノヲ防 グ事 が出i來

ル。 叉1個 ノ水 流 「ポ ンプ」デ薮 入 ノ患 者 ヲ同 時

二吸 引 スル事 モ可 能 デ ア ル。我 々ノ・斯 ル患 者 激

人 テ同一 室 二集 メ1個 ノ水 流 「ポ ンプ」デ吸 引 シ

テ居 ル。/

手 術 ノ難 易 手 術 ハ室 洞 が前胸 壁 二近 イ程 簡 軍

デ ア ツ テ深 部 ニ アル程 困難 デ アル。.叉室洞 が大

キ イ程 手 術 が簡 輩 デ アル ノノ・當 然 デ ア ル。前 胸

壁 ヨ リ5.6糎 ノ深 サ 皇室洞 ガ アvバ 只今 ノー銭

通 貨 大 ノ大 イサ ノ空 洞 デ モ「カテ ー テ ル」ノ穿 入

ノ・可 能 デ アル 。 然 シ斯 ル小 サ ナ空洞 が髄 表面 ヨ

リ深 イ所 ニ アル場 合 ノ・手術 ノ・困難 デ ア ル。叉 普

通 「レ ン トゲ ン」爲 眞 デー 見 大 室洞 ノ様 二 見 エ テ

モ空 洞 夫 レ'自身 が淺 イ場 合 ハ手 術 ノ・非 常 二困 難

デ アル。 圖一 、 二、 三 バー 見 、 實 二大 キ ナ室洞

デ アル が何 度 穿 刺 テ繰 り返 シテ モ 「カ テー テル」

挿 入 ハ成 功 シナ ヵ ヅ タ例 デ アル。 、

↓・ 手術 ノ危険

手 術 二 直接 件 フ危 険 ハ出血 デ アル事 ノ・論 ヲ挨 タ

ナ イ。 肺臓 ノ檬 ナ血 管 二富 平ダ臓 器 二 太 イ穿 刺

.針 テ刺 ス場 合、 太 イ動脈 テ傷 ケ大 出血 ラ起 シ出

血 死 デ モ來 シノ・セヌ カ ト何 人 モ不 安 二 恩 フ慮 デ

アルC小 サナ室 洞 ノ周 園 二健 康 ラ シ イ組 織 ガ ア

ル場 合 バ 出血 シ易 イモ ノデ、 試験 穿 刺 テ試2タ

丈 デ直 グ咳歎 が出 テ喀血 ス ル事 が多 イ。 然 シ多

グ ノ場 合30cc内 外 ノ出血 デ アル。 斯 カル場 合

ハ 手 術 テ一旦 中 止 シ 日ラ改 メテ行 フ ノが良 イ。

自分 ノ経 験 シ タ60饒 例 中約1割 が 試 験 穿 刺 二
●.

ヨル 出血 ノ爲 手 術 ラ 中止 、 叉 ノ・断 念 シテ居 ル。

自分 ノ・大 出血 ノ細 緻 ノ・無 イガGrass、 ノ・肺 門 二

近 イ室洞 ノ手 術 ノ際 肺 動 脈 ラ損 傷 シ牢 死 シ タ例

テ報 告 シ テ居 ル。 肺 門 二近 イ室 洞 ニ ノ・充 分 注 意

ス可 キ デ ア ル。其 ノ他 室氣 「エ シボ リー」ガ恐 ル

可 キ合併 症 ノ檬 二者 ヘ ラvテ 居 ル が未 グ:文献 ニ

モ報 告 が無 ク 自分 モ経 験 シテ居 ナ イ。 其 ノ他 ノ

直 接 ノ副 作 用 ノ・精 々贈 貧血 程 度 ノモ ノデ ア ツ テ

大 シテ心 配 ス可 キ モ ノ八難 イ。
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5.手 術直後 ノ諸副作用

煎 疲 大 牟 ノ例 工於 テ予 術 ノ際 ノ出 血 ヤ傷面 カ

ラ ノ出血 ガ室 洞 内 二貯 マ ツテ此 レガ血疲 ト シテ

喀 出 サ レル ノガ常 デ アル ガ、 大 シテ恐 ル可 キ現

象 デハ無 ク手 衛 後2日 目迄 血疾 ノ績 〃 ノハ 全例

ノ約3分 ノ1ヂ5日 目 ニハ 殆 ン ド止 血 ス ル ノガ

多 イ｡此 ノ際 血 疾 ガ多 量 二出 ル場 合 ハ吸 引 テ始

メ ル ノテ暫 ク止 メ新 鮮 ナ∬江液 ガ出 ナ クナ ツ テ カ

ラ吸 引 テ始 メル ノガ良 イ.叉 室 洞 ガ次 第 二清 潭

轟 サ レ血 管 二富 ン グ肉芽 組 織 ガ出 テ來 ル様 ナ場

合 ニ ハ 「カテー テ ンレ」テ少 シ動 カ シ タ丈 デ モ血 疾

第11表 手術 後血疲 ノ有無 トソ
・持績H(前 田)

再燃蚊二播種蓼結核患者ハ小手術 二依 ヅテモ再

燃 ヲ起 シ又ハ播種ヲ起ス事ガ多 イ事モ我々ノヨ

ク経験 スル腿デアル、從 ツテ室洞吸引療法 ノ手

術二讐ヅテ此 ノ様ナ疾病 ノ悪化ラ束 タス事 ガ無

イカト云 フ事モ最モ危惚サレル黙 デアル.手 術

後激週間ノ確 カニ「レントゲ ン」像二於テ室洞周

園 ノ陰影ガ濃 クナルガ、此 レカ果 シテ再燃 テ意

味 スルカ叉ハ吸引ノ爲 二起ル室洞壁 ノ鰐血二依

ルカバ不明 デァル.手 衛 ノ爲二血行性撒布ジ起

シタト思ハ レタ例ノ、1例モ経験 シナイc唯 高血

墜症 ヲ合併症 トシテ持 ツテ居タ患者二吸引療法

ノ手術 ヲ施 シタ慮 手衛 ノ際ハ何等 ノ出血ガ無

ガ出 ル事 ガ 多 イ｡斯 カル際 ニ ハー 時 吸 引 プ中止

ス ル カ叉 ハrカ テPtテ ル」ラ多 少抜 ク事 ヲ必要 ト

ス ル事 ガ ア ル燈

糞熱 殆 ン ド総 テ ノ患 者 二 於 テ 手術 後38度 内

外 ノ登熱 ザ見 ル ガ3,4日 間 丈績 ク ノカ大 半 デ ァ

ツ テ、 邊 ク トモ1週 問 後 ニハ 平熱 トナル ノカ常

デ ア ル.爽 熱 ハ新 ラ シ イ室洞 ノ場 合 ガ特 二強 ク

蕉 イ大 キ ナ室 洞 ノ場 合 ハ 比較 的嚢 熱 ス ル事 ガ少

ナ イ.即 チ藷 イ室洞 デ琳 ロ ア カー」ガ繊 維 組 織

丈 ・・通 ツ テ室 洞 二入 ル場 合 ハ反 慮 熱 力少 ナ イ｡

第12表 手術 二依 ル登熱 ノ有 無

ト其H籔(前 田)
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・

登7__一 一引
1 銭

[・

ヴ
9; 1 1?1

8 峯 : 匿

壱_一_布 }1 引
、3 i 1 3i」

121 「 墾

描 ナ ー…7

ヤ眺1⊥:⊥;或 繊

1 遇
_」 一←__

雪

達 一一 一 一

ル1
-1、

1妻

一..一 蔭L!+↓
Ol・

h一十囎'冗

_匿.
o

粛

■ 1'

三幽 ⊥ヨ冊 搾上b
鷹

写明 2

耀1

魂 夙 其ノ後連日翻 内咄 血

管枝播種 ヲ起 シタ例 ヲ経験 シテ居ル.

膿胸 若 シ肋膜爾葉間二癒著 ガ全然無 イ場合ニ

ハ人工氣胸療法 ヲ實施 スレバ良 イ課デアツテ、

此 ノ際少 シモ問題 トナラヌ筈デァルガ、癒著ガ

不完全 ナ場合ニハ「ネラトンカテーテル」播ス ノ

部分 ノ肋膜 ノ癒著 ガ剥 レテ氣胸 ラ起 シ、更二二

次的感染ヲ起 シテ膿胸 ヲツクル事 ガァル｡私 モ

亦1例 二於 テ手術翌日二癒著 ガ剥 レ氣 胸 ガ出

束、幸ヒ膿胸 ト云 フ程 ノ滲出液 ガ出ナカツタガ

高熱 ガ非常 ご永 ク績 イタ例 ヲ経験 シテ居ル｡從

ヅテ手術轟先立 ツテ室洞附近 ノ癒著 ノ有無ヲ何
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同モ気胸 テヤツテ確カメル事が絶封二必要 デア

ツテ、若 シ室洞部位丈癒著 が無ク他 ノ部分が大

方癒著 シテ居ル場合ハ人工的二癒著 ラ起サセタ

後手術 テ施行 スル。

人工的肋膜癒著法 肋膜雨葉間 ノ癒著ニハ高調

葡萄糖液、滑石粉、硝酸銀溶液等が従来用 ヒラ

レテ居タガiMonaldi鋤 ハ葡萄液轟滑石 ヲ混入

第13表:肋 膜腔 ノ人工撞著(猪 股)

姓 名 一 一 一一 一 一
惚 乞齢 δ 弓9霞 ♀20歳 δ34鵡 δ4ら 撮 δ4窪 甑 δ38畿

臓 禦 箆 主 励 鷺 1蘇墳 f鴛 餐 ◎君 ● 官 受

紛 断鰍 欄 酬 鵜 稼爾個陛肺結緩 繭餌惚肺結核

胸部
励
所見 醜 醜 飾 臨 醜

㌧

齢
訓震
穆λ畳
薦日駈

重}%4糠縮鹸 欄
2}%ゆ 驚 。 愛鰯

挽1:魏

口%4槍 覇碑 畷

繕

露1%嚇 飾 血!露糊 紐%嚇6轍 樋 1腺4槻5蹴 響醗
塑%4隙 勅;蓼、爆

響5竃嘱窺唖燗
弓隻麟繊 競

警1騒4橘綜廉 ・順 、

雛 讐

霧 禦
圃%騨 糠 劉

驚融 撃こ塾環
幻『;イ霜7鱈戚 朽.

緩 裟

惣λ◎,

白饗痘髄

%鱗 糊
御陰劉踏騨鷹

ナシ ナiシ ナ …レ %測 卸磯蟹懲5
星朔醸義島9収鵤ご
劉肱震象9鐸 魯呂
纏零

%潮 勲 施.曇り
鵬9霧 鷲拶」凶
毎駒魑噌剛引睡鋤噂恥
館饗煤=下黙8賛`
鞠3撮1自 蟹纏犠聾
鴻徽乳

囎 陰餓
鮒o ㈲%L桝1

¶

佑)望%」9鯛 ㈱%塵.馨94塵 皓)%臨 蔓941 承施行麻亀幻 棄堀禰 艦ゆ

シテ肋 腔 内wr+注 入 シテ癒 著 テ起 サ セ タ.Kupka

㈲ ハ患 者 ノ自家 血 液 テ用 ヒテ好 成績 ヲ得 タ ト報

告 シテ居 ル。 我 々 モ滑 石 高 調 葡 萄 糖液 血 液 ノ3

種 デ6人 ノ患 者 二人 工 的 二肋膜 癒:著ラ起 サ セル

事 テ企 テ タガ、 内3名 ノ・10～20ccノ 自家 血 液

テ1同 注 入 シ タ丈 デ成 功 シ、他 ノ1名 ハ3回 注

入 シテ初 メテ癒 著 テ起 シタ。 此 ノ4名 ノ・既 二吸

引療 法終 了叉 ハ 實施 中 デ アル。 自家 血 液 ラ注 入

シ タ此 等 ノ例 デハ 何vモ 何 等 ノ副作 用 ラ起 サ ナ

カ ツ タ。 他 ノ1例 ハ滑 石 粉1瓦 ラ胸 腔 内二歌 キ

入vテ モ癒著 セズ 、25%ノ 葡 萄 糖 液 斧滑 石粉1

瓦 ヲ 混 ジテ 注 入 シ タガ 倫 成 功 セズ 唯徒 ラニ嚢

熱 胸 痛 テ訴 ヘ タ丈 デ ア ッ タ。 更 二 自家 血 液15

ceテ 注 入 シテ漸 ク癒 著 サ セル事 二成 功 シタ
。 他

ノ1例 ハ 自家 血 液 テ7同 程 注 射 シ タ ガ癒 著 シナ

イ爲25%葡 萄 糖 ユ10%ノ 割 合 二滑 石 ラ混 ジ タ

モ ノヲ15cc胸 腔 内 二注 入 シ タ塵 、牽き熱 劇 シク5

も

日間持績 シ又胸痛 ガ甚 ダシク患者ノ、非常二苦 シ

ンダノLデ 癒著ハi途二出來ナカツタc此 ノ6例

ノ経験 カラ見ル ト自家血液 ヲ用 ヒテ癒著ヲ起 サ

セル事ガ最:モ理想的 デアル様二思バレル。

伺血液其 ノ他 ノ溶液ヲ胸膣内二注入スル際ハ、

我々ハ熊谷式氣胸針ラ胸腔内二播入 シ、「マノメ

ーター」ノ動揺 スル事 デ癒著 ノナイ事 ヲ確 メタ

後氣胸針 ノ注射筒 ノ附著 スル側枝

カラ種々ノ液禮テ胸腔内二逡 入ス

ルノデァル、此 ノ際前二多少 ノ氣

胸ガァツタ揚合ハ注射器 デ充分瓦

斯 ヲ吸出 シ爾肋膜:聞ノ間隙 ラ出來

ル丈小サクシタ後液膿 ヲ注入スル

ノガ敷果的デアル。

白血球像 ノi攣化 吸引療法 ノ際 ノ

白血球像二關 シテノ・:Fl廿ggd2硝ノ

研究ガアル。彼二依 レバ術後 ノ白

血球像 ノ攣化ハ4期 二分 タレ第 ユ

期ノ・手術後4週 デ白血球核 ノ:左遷

アリ、第2期 ハ手術後3ケ 月迄 デ、

室洞ハ縮少シ淋巴球ガ壇加スル事

多ク、第3期 ハ吸引i療法終了迄 ノ

期間デ淋巴球ノ・更二檜加 スル傾向大デァル。第

4期 ノ・吸引療法終了後 デ更二持綾的二淋巴球 ガ

増加 シ、赤沈反慮 モ李生二蹄ル事ガ多 イトノ事

デアル。 我hモ14例 ユ就 テ手術 ノ白血球二及

ボス影響テ見ルニ、多クノ場合手術 ノ翌 日二白

血球総藪ノ・檜加ヌルガ手術後4日 目デ既二術前

ノ薮二近 ヅクモノデアルガ、其 ノ後 ノ白血球 ノ

檜減ノ・「ネラトン」播入創 ノ化膿程度二左右サ レ

ル事ガ多 イ。叉白血球 ガ手術後 デモ爾絵 リ塘加

シナイ様 ナ揚合ハ何 レモ室洞ガ非常二大キク、
ア

肺組織 ガ殆 ンド無 イ様ナ揚合デァツテ、豫後鹸

リ良好デ無 イ揚合ガ多イ。

中性色素嗜好白血球ハ手術翌 日ヨリ増加 シ、4

日目二減少 シ始 ムル事白血王鵡隠数 ノ檜滅ニー致

スル。中性色素嗜好細胞 ノ核 ノ偏移ハ手衛後4

日迄ノ、約牛撒 ノ例二認 メラレルガ、其 ノ後ハ創
　

面 ノ感 染 二影 響 サ レル 事 が大 デ アル。
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第14表 白血球総数及鱒温憂化平均表(湯目)
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第15表 白血球 絶封籔偏移指籔

赤沈攣 牝平均表(湯 目)
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de・ 萩f自移才鐸金'

赤ヲ愛'

工
日
後

第16表 吸引療 法 ノ臼壁症 状二

及 ボス影響(前 田)

2♪咳q軟

＼
じ

例 計 　

ウ蔵

少

卜明 ラカ
雛

滅 少 セ
ルモ ノ

〃
2辱 ・

籔 少
顯セ彬モノ 角

ネ 変 4 ・4

増 力o 2 2

淋 巴 球 バー般 ユ減 少 スル ノガ認 メ ラ レル ガ、 室

洞 ガ縮 少 スル 場 合 ハ 淋 巴球 ガ増 加 スル事 ガ多

イ｡

自魔 症歌 二 及 ボ ス影響 吸 引療 法 二依 ヅ テ喀淡

トナ ル可 キ膿 ヲ「カテ ー テ ル」二依 ツ テ吸 引 スル

ト自魔 症 歌 ガ次 第 二少 ナ ク ナ ル｡

食慾30名 ノ患 者 二 就 テ 食 慾 ノ髪 化 テ 調 べ タ

虚 、吸 引療 法 二依 ヅ テ食慾 ガ増進 シ タ者16名 、

不攣13名 デ アル、 即 チ過 孚撒 ノ例 デハ食 慾 ガ

檜 進 シテ居 ル｡

咳漱 室洞 ノ多 クノ・結 核 繭 テ 多量 二含 ム分 泌物

ヲIHシ 、此 レガ喀 庚 トシテ喀 出 サ レル モ ノデ ア

ル.此 ノ療 法 二依 リ分 泌 物 ガ「カテ ー テ ル」カ ラ

吸 出 サ レル結 果 喀 庚 トシ テ喀 出 サ レル事 ガ少 ナ

ク ナル ノガ當然 デ アル｡從 ツ テ咳 漱 モ著 シク減

少 シテ束 ル.患 者 二 日中 グ ケ吸 引療 法 テ實施 サ
せ

セル事 ニ シテ置 ク ト、 患 者 ガ秘 カ ニ夜 中 モ吸 引

シテ居 ル ノテ時 々見 受 ケル.此 ノ檬 二夜 中 モ吸

引 ヲ行 フ時 ハ朝 ニ ナ ツ テ咳徽 モ喀 疾 モ殆 ン ド無

ク ナ ル爲 デ アルe自 分 等 ノ詳 細 二調 査 シ得 タ30

例 中24名 デノ・咳 漱 ガ多 少 共 減 少 シテ居 ル｡

氣分 吸 引療 法 二依 ヅ テ食慾 ガ塘 進 シ、喀疾 咳

徽 ガ減 少 スル 外 室洞 内 二膿 ガ貯 ヘ ラ レル爲 ノ中

毒 現 象 ガ膿 ノ排 出 ノ爲 輕減 スル事 等 二依 ツテ患

者 ノ氣分 ガ多 ク ノ場 合良 ク ナル モ ノデ アル｡盗

汗 アル者 モ亦 盗 汗 ガ無 ク ナル事 ガ多 イ｡之 テ要

スル ニ 自魔 症 歌 ハ 多 ク ノ場 合 大 孚清 失 シテ束 ル

ト云 ヘ ル｡

→3ラ筋

第17表 吸引療法 ノ自魔症朕 二

及 ボ ス影響(前 田)

＼ 例
敬 計 ・

良
好

臆 ノテ麹

薯ウレ膨璽ノ 4
22

良悩 ㌻ナ

レ膨花ル 18

率 度 7 7

悪 化 1 1

4ル 葺 ・;+
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6.空 洞内膿汁 ノ化學的検索

肺 結 核 空 洞 内 ノ膿 汁 ノ化 墨 的検 索 二 關 スル論 文

ノ・、 誠 二少 ナ クCanova柳)等 ノ膿 汁 ノPH二 關

スル報 告 アル ユ過 ギ無 イ｡彼 二依 レバ分 泌 液 ハ

治療 ノ始 メニ ハ酸 性 デ常 二7.O以 下 デ ア ルガ、

乾酪 物 質 力排 出 サ レル ニ至 ヅテ漸 ク正 常値 轟達

ス ル ト云 フ｡Rapport圏 ハ 屍艦 ノ室 洞 内 容 ノ水

素 「イ オ ン」濃 度 ヲ検 査 シ、 水 素 「イオ ン」濃 度 ハ

組 織 ノ乾 酪憂 性結 核 菌蚊 二混 合 感 染 菌 等 二關係

ス ル事 多 ク、 結 核 菌 ヲ 最 モ 多 量 二含 ム モ ノハ

PH6.4～6.6デ 、 結 核 菌 ノ登育 二最 適 ノ水素 イ

オ ン濃 度 デ アル ト報 告 シテ居 ル｡
タ

余 等 ハ 室 洞破 引 療法 施 行 患者31名 二就 テ 膿 中

拉 二喀疾 ノ蛋 白量 拉 二窒 素 分 布 、PH等 ラ検 シ

タ｡

膿 量 蚊 二膿 性 歌 室洞 カ ラ吸 引 サ レル膿 量 ノ・手

術後 撒 日叉 ハ旬 日間 ノ・1～27ccデ アル ガ、 大 凡

3～10ccノ 間 デ10ccヲ 超 ユル 者 極 メ テ少 ク、

10ccテ 超 ユ ル者 ハ大 室 洞 テ有 スル者 デ アル｡膿

ハ最初 ハ濃 厚 ナ喀 庚様 ノモ ノデ アル ガ手 循 直 後

ノ・肺 組織 頽 敗 物 乾 酪 小 片 ノ外 二手術 二依 ル血 液

テ混 ジテ居 ル｡乾 酪 小 片 ノ・手 術 前 ノ試 験 穿 刺 ニ

モ既 二混 ジ テ居 ル ガ吸 引 サ レル 場 合 ノ・大 抵3,4

日デ、 既 二清 失 スル者 ガ多 イ｡吸 引 ヲ績 行 ス ル

ト膿 ノ・次 第 二稀 薄 トナ リ、流 動 性 テ曾 シテ來 ル｡

殊 ニ混 合 感 染 ガ起 リ結 核 菌 ガ減 少叉 ハ消 失 ス ル

場 合 ノ膿 量 ハ 檜 加 シ、膿 ハ漿 液 性 トナ リ放 置 ス

ル ト膿 細 胞 ノ多 量 ガ沈 澱 ス ル ノヲ見 ル｡

膿 ガ純 漿性 トナ ル際 ノ、膿 ノ、再 ビ減 量 ス ル｡空 洞

ガ縮 少 スル時 ハ 室洞 壁 ノ肉芽 組織 ガ 「カ テー テ

ル」デ破 傷 サ レ、 膿 ガ血 性 トナル事 ガ多 イ｡此

ノ様 ナ場 合 ノ・一 時 吸 引 テ中止 シ、 止 血 シタ後 輕

ク吸 引 スルレノガ良 イ｡

吸 引 ラ飴 リ張 ク スル時 、 殊 二水 流 らボ ン プ」デ強

ク吸 引 スル檬 ナ揚 合 ノ、膿 汁 ノ、淡 クナ リ量 ガ甚 グ

シ ク増 加 ス ル、 此 ノ様 ナ場 合 ハ吸 引 ス ル歴 力 ラ 唯
を

少ナクスルト膿汁ハ滅少スルモノデアル｡

膿中蚊二喀疾 ノ蛋白量拉二窒素分布 室洞ラ誘

導氣管支ノ廣大ナ室洞、閉鎖性 ト思バ レル室洞、

蚊二誘導氣管支 ノ不明 デ ア ル場合 ノ3群 二分

久 早期初メテ吸引サレタ膿中ノ儒欝%ラ

求 メテ互 二比 較 シ テ見 ル ト、 誘 導 氣管 支 ノ大 キ

ナ室 洞 ノ膿 汁 デハ残 絵 窒 素 ガ割 合 二少 ナ ク12・3

%デ アル ガ、 閉鎖 性 ノモ ノデ ハ膿 汁 ノ囎 窒素

ノ・前 者 ニ比 シテ 稚R多 ク、 此 ノ比 ハ15・5%デ

ア ルレ｡

反 之 早 期 ノ喀 庚 中 ノ残 鹸 窒 素 ト総 窒 素 トノ比 ハ

誘 導 氣 管 支 ノ著 明 ナ者 ノ方 ガ閉 鎖 性 室 洞 ノ者 ヨ

リモ多 イ｡即 チ前 者 デノ・33.1%、 後 者 デ ハ26.2

%デ アル｡之 レ開 放 牲 塞 洞 患 者 ノ膿 ハ夜 中室 洞

二貯 リ或 ル程 度 迄 其 ノ蛋 白 質 ハ 分解 サ レテ喀 疾

トシ テ喀 出 サ レル ガ、 閉 鎖 性 室 洞 患 者 ノ喀 疾 ノ・

空 洞 以 外 ノ肺 部 ヨ リ喀 出 サ レル爲 ニ喀 疾 中 ノ蛋

白 ノ分 解 ガ少 ナ ィ｡從 ヅ テ前 者 ノ喀疾 ノ残絵 窒

素 ト縮 窒 素 ト ノ比 ハ後 者 ノ夫 レニ比 シテ大 デ ア

ル｡反 之 膿 汁 ハ 開放 性 ノ室 洞 デノ・喀 疾 トシテ喀

出 サ レ タ残 リ ノ梢 ≧新 ラ シ イ膿 汁 ヲ吸 引 スル事

トナ ル爲 閉 鎖 性 ノ場 合 二比 シ窒 素 ノ分 解 ガ進 マ

ナ ィ｡從 ツテ残 絵 窒 素 ト総 窒 素 ノ比 ノ、、 開 放 性

室 洞 ノ場 合 ハ閉 鎖 性 空 洞 ノ場 合 二比 シ大 デ ァル

ノ デ ア ラ ウ ト考 ヘ ラル｡叉 後 述 ス ル様 二、 混 合

感 染 ノ・殆 ン ド総 テ ノ室 洞 ノ吸 引 中 起 ル モ ノデ ア

ル ガ、 混 合感 染 ヲ起 シ タ後 二更 二前 述 ノ様 二膿

汁 喀 疾 中 ノ囎 窒素 ト総 窒素 量 トノ比 テ求 メ タ

結 果 、 膿 中 二 於 テ ノ・此 ノ比 ガ第1群 デノ・17.6

%、 第2群 デノ・25.2%、 第3群 デ ハ17.0%、 平

均18.3%デ 、 何 レ ノ群 デモ大 トナ ル ガ、 此 レ

ノ、混 合 感 染 二依 ヅ テ膿 ノ分 解 ガ進 ム爲 ト思 ノ、レ

ル｡反 之 喀 疾 中 ノ此 ノ比 ハ混 合 感 染前 二比 シ テ

梢 ζ減 少 ノ傾 向 ラ示 シテ 居 ル｡此 ノ事 實 ノ・吸 引

療 法 中 ノ、室洞 内 ノ膿 汁 ノ、「ドレー ン」カ ラ排 出 →

レル爲 二喀 疾 ハ他 ノ部 カ ラ ノ物 デ アル事 ヲ考 ヘ

ル ト詮 明 サ レル事 デ アル｡

膿 中 ノ水 素 イ オ ン濃 度 手 術 後 ノ室 洞 内膿 汁 ノ

水 素 「イ オ ン」濃 度 ヲ26例 ニ就 テ検 査 シ タ結果 、
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第18表 結核性膿汁及ビ喀疾

響1砒 較(劉

難撃 曇% 辮%
覇評埋1

膿

汁

既6器 辱鰍 よ 2侃6%≒ 際御 黙 τ

軸一群
紹 例

'2.3%廻

{｡菰3》'o〃

疲

33.'%」 塑 蟹

`←鈷D」 卜'・
らレ轟群

9例

8" 2ム2%2」 乙'58% 一
⊂尋 綿 ⊃'葡 c鱒 ↓らD7"

券蕊群
9例

上 菰8%上 二

{●蘭 》5僧

燃%
《oαの6儲

第19表 混 合感染膿汁 及ビ喀疾

額讐%比 難 田)

麟% 辮%
巽弔踵

膿

汁

1&3%・ 讐 参 289%r辮

鄭 一群

ノ2例
,76冗 」廻

c-"η9翻

噌

僕

31、2%」i廻
(や23)3・ ・

昭

軸 呂群

8例
血 '"25.2%

(→63⊃2"

2鼠2%_
《繍3.η7"F

軸三群

8例

2細
ク

,乳o%」 亙

《鶏乳3,5"

2乳7%_

{一翻)5融

6・8～7.7デ 梢 迄弱 「アル カ リ」性 ヲ示 シテ 居 ル

カ、 吸 引療 法 ヲ績 行 シテ居 ル ト膿 汁 ハ次 第 二酸

牲 二移 行 スル、 即 チPHハ5.8～6.8ノ 値 ヲ示

ス様 ニ ナ ル｡更 二吸 引 テ綾 行 スル ト室 洞 内分 泌

物 ガ純擬 液 性 トナ ル ガ、 此 ノ際 ノ、PHノ 、6｡4～

7・0ラ 示 ス ノガ多 イ｡室 洞 内膿 汁 ノPHノ 酸 性

ヘ ノ移 行 ハ混 合 感 染 ガ起 キ タ後 デ然 モ結 核 菌 力

減 少 スル頃 二起 ル様 デ アル｡

第20表PHノ 移行 ト混合感染及

結 核菌清 失 トノ關係(窪 田)

・一 ご
翼

-F!b==F...tik:-
x

x㌶ 一∫蹄 憩

一=レ 蝉融
翼

回一 一四一
'θ2830鱒sese鱒8∂

7.室 洞内膿 ノ病理組織學検索

研 究 材料 ト シテ、 最 初 ノ手 術 二依 ツ テ得 タ膿 汁

テ先 ヅ検 シ、 次 イデ適 雷 ナ 日薮 ラ隔 テ吸 引 サ レ

タ膿 汁 ヲ検 査 シタ｡

塗 抹 標 本 デ結 核 菌 ヲ検 シ残 リテ「フ,ル マ リ ン」

水 デ 固定 シザパ ラ フ ィン」切 片 標 本 ヲ作 製 シテ、

「ヘ マ トキ シ リ ン」、 「エ オ ジ ン」重 染 色 法 、「ワ ン

ギー ソ ン」法 、 「ギ ムザ」法 、「オ ル セ ン」法 等 ノ染

色 法 テ施 シタ織 維 素 ハ全 例 ノ全 経 過 中常 二認 メ

ラ レタρ

白血球教 ト繊維素撒 トテ比較 シタガ量的關係ハ

出血其 ノ他二影響 サレル事大 デアル爲二織維素

ノ浩長バー般二不規則デアル.手 術直後 ノ膿 ノ

様 二濃厚 ナモノデ、膿球ガ多量含有サレ且 ツ又

繊維素ラ多量含 ム場合ハ空洞内ノ炎焦 ガ進行牲

滲出性デアル事テ意味スル｡2～10日 間 ノ吸引

後 二緻維素力減少 スルノノ・室洞面 ガ清潭ニサレ

ル爲デァル｡其 ノ後繊維素ガ次第二壇加 シテ來

ルノノ・肉芽形成 ガ盛 二行バ レル爲デアラウト思

ノ、 レ ルし/
o

暉力性繊維 室洞内壁 ノ破壊 ノ駄態ヲ知ルニハ

揮力性繊維モ亦有力ナ目印 デアル｡輝 力性繊維

ノ・膿成分中細胞成分ガ少ナク液成分 ノ多 イ部分

二見 ラレルガ、束状 ノモノ肺胞檬 ノモノガ混合

シテ見 ラレル事ガ多イ｡一 般二束状 ノモノノ・織

維素ガ粗大デアリ肺胞歌 ノモノハ繊維片ガ微細

ア ア ル｡

揮力姓繊維ガ粗大デ且ヅ其 ノ量ガ多 イ程炎焦ハ

急性且ツ進行姓デアル｡從 ヅテ室洞壁ノ・軟姓デ
さ

アル.硬 固 性 室洞 或 ル・古 イ室洞 デハ揮 力姓 繊 維

ガ微 細 デ然 モ 量 モ 亦少 ナ イ ノガ多 イ｡

揮 力 性 繊 維 ハ潰 長 チ吸 引療 法 ノ経 過 ラ追 ツテ検

査 シ テ見 ル ト、 術 後2～10問 二揮 力性 繊 維 ハ著

明 二増 加 スル ガ、 此 レハ室洞 内 ガ吸 引 ノ爲 陰 座

トナ ル結 果 、 室 洞 壁 二破 壌 姓 機 轄 ガ行 ノ、レル爲

デ ァ ラ ウ｡其 ノ後 揮 力 姓 繊 維 ハ著 明 二滅 少 スル

ガ、 此 レノ、空 洞 面 ガ治 療 二依 ヅ テ清 浮 ニ サ レ、

破 壊 作 用 モ少 ナ クナ ツ タ爲 ト思 バ レルレ｡
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第21表 空洞 内膿汁 中 ノ繊維素

(飯塚)

描 後6薮少 量 申等 量 夫 量 計

1 3 27鬼 7 50% 4 2穿% 1与

2-10 2 33% 2 33塔 2 33% 6

〃-20 3 43% 1 ノ4% 3 43% 7

2f→ 4 40瓢 0 0 6 `6z "

膿球 ノ推移 膿中 ノ新鮮 ナ淋巴球 ト白血球 ノ量

的關係 ラ知ル爲、雨者合計200個 ヲ計算 シ、其

ノ中ノ淋巴球 ノ歎 ラ表二示 シタ｡此 レニ依ル ト

雨者 ノ比ノ・大農5分 ノ1～5分 ノ2デ アル｡此

ノ比ハ吸引ノ日数ガ経 ツニ從 ヒ次第二減少 シテ

第22表 空洞 内膿汁 中白血球 ノ推 移

白血球200中 ノ淋 巴球鍛(飯 塚)

瀞 ←切 41-60 6f-30 8f一加 加 → 計

ゴ8 0 o 7

i

50踏 4 28竃 o 0 3 b2鑑 ノ4

2-'0 2 33彪7 〃% 0 0 1 〃男2 33器 6

π一20 3 38塔5 62% 0 0 0 0 0 0 8

21→ 9 兜% 1 m鬼 0 0 0 0 0 0 70

束ル.即 チ淋巴球 ガ減 ジテ多核白血球ガ増加 シ

テ束 ル｡此 ノ様 ナ推移ハ頽穫 シタ白血球エモ認

メラレル｡此 ノ最大 ノ原因ハ混合感染ニアルモ

ノト思バ レル｡

8・ 空洞 内容 ノ細菌學的検索

肺 結 核 空 洞 内容 ノ細 菌 學的 研 究 ハ古 クカ ラ行 ハ

レテ居 ル｡佐 多 、Spengler(29),Luzatto㈹,Bac-

hes鰍Cornet(32)等 多数 ノ 畢 者 ノ・肺 室 洞 内容 ヨ

リ結 核 菌 ノ他 二連 鎖 歌 球 菌 、 葡 萄 歌 球 菌、 肺 炎

菌 、 四聯 球 菌 等 ヲ謹 明 シ、 此 等 ル随 俘菌 ガ室 洞

形 成 二 重大 ナ意 義 テ持 ツ モ ノ ダ ラ ウ ト推 定 シテ

居 ル｡反 之Baumgarten岡 ノ・室 洞 形 成 ノ・結 核

菌 ハ 白血 球 ノ働 丈 デ出 來、 必 ズ シモ混 合 感 染 ノ

必 要 ガ無 イ ト述 べ テ居 ル｡然 シ乍 ラ佐 多 氏 ラ始

メ前 述 ノ實駿 ハ屍 盟 ノ室 洞 内容 デ ア ヅテ生膿 内

ノ室 洞 内容 ノ検 査 デハ無 イ｡

liec内 ノ劉F内 容 ノ紀 薦 臥粉 査 ノ・Corllos〔34),

Ornsteinガ8例 ノ患 者 二就 テ 胸 壁 テ 通 シテ室

洞 内容 テ吸 引 シ、 或 ハ 外科 的塵 置 テ加 ヘ テ室 洞

内容 テ吸 引 シテ細 菌 學 的検 索 テ加 ヘ タ結 果 線 テ

ノ例 二於 テ結 核 菌 以外 ノ菌 テ謹 明 シ得 ナ カ ツ タ

ト報 ジテ居 ル ノガ最 初 ノモ ノデ アル｡

其 ノ後Zorzoli,Fojanini(35)ハ ・吸 引療 法 ラ施 シ

タ32例 二就 テ室 洞 内容 テ検 シタ結 果29例 二於

テ結 核菌 以外 ノ菌 テ誼 明 シ得 ナ ガ ツ タ ト報 告 シ

テ居 ル｡

教 室 ノ青 木 ガ 手 術 當初 ヨリ観 察 シ タ19例 二就

テ見 ルニ結 核 菌 以 外 ノ菌 ヲ詮 明 シ得 タ例 ハ僅 力

二2例 二過 ギ ナ イ
｡一 一ツノK「イ ンフル エ ンザ」菌

デ ア リ、他 ハ 「グ ラム」陽性 ノ小 球 菌 デ ア ツ タ｡

他 ノ3例 ハ手 術 當 時 二 内容 ノ吸 出 ガ無 ク2～6

日後 二始 メ テ吸 引 サ レ、 然 モ其 ノ内容 カ ラ結 核

菌 ノ他 「イ ンフ ル エ ンザ」菌 ト黄 色 葡 萄 状 球 菌 テ

詮 シ得 タ｡從 ツ テ此 ノ3例 デノ・將 シテ此 等 ノ雑

菌 ガ手 術 前 ヨ リ存 在 シタ カ如 何 力不 明 デ アル｡

残 リノ14例 デハ 最 初 二 排 出 サ レタ室 洞 内容 カ

ラノ・結 核 菌 丈 テ謹 明 シ タニ過 ギナ イ｡此 等 ノ事

カ ラ結 核 室 洞形 成 ニ ハ 必 ズ シ モ結 核菌 以 外 ノ菌

テ必 要 トシナ イ ト考 ヘ ラ レル
｡

第23表 吸 引後最初 ノ空洞 内容 ヨリ謹明 セ

シ菌株及 ピコ レが吸引後 ノ蓮 命(青木)

混合感染テ起 ス迄 ノ日撒 前述 シタ例申手衛後

撒 日デ始メテ吸引サレタ室洞内容ニハ何 レモ雑

菌テ詮明 シタ事 カラモ想像 サレル様 ユ手術後 ノ

室洞内容ハ混合感染ノ・防ギ得 ナイ様 デアル｡混

合感染迄 ノ日数ノ・色々デアツテ早 イ例 デハ3日
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多 クハ3週 聞 内外 デ ア ル｡50日 終 ツ テ始 メテ感

染 シタ例 ガ アル 許 リデ無 ク、1例 デハ7ケ 月 ヲ

締 テモ爾 感 染 シ ナ イモ ノモ アツ タ.讃 明 シタ

薗 ノ泊 色 黄 色 葡 翻 犬球 菌 ガ 其 ノ大 孚 ヲr㌣ 「グ

ラ ム」陰 性桿 菌 溶 血 性 連 鎖 歌 球 菌 モ 亦 諦 明 サ レ

タ.

混合感染 ノ個罷二及ボス影響 室洞内容ガ他 ノ

雑菌二依 ツテ汚染サレル場合、何 力重大ナ影響

テ與ヘハセヌカト考ヘ ラレルガ此 ノ爲二悪影響

テ與ヘタト思ハ レタ例ノ・経験 シナ イ,

唯混合感染 ノ結果白血球檜多症 ラ示 シタ者ガ大

多獄デアツタガ1ケ 月後ニハ術前ノ撒二燈帯ルノ

ガ常デアル｡盤 温ハ混合感染二依 ツテ籐 リ影響

サ レヌ ノガ常 デアルガ、混合感染ヲ起 シタ當時

多少嚢熱 テ起 スモノデアルガ、1週 間内外デ薔

ユ復 スルノガ多 イ.

其 ノ他 ノ症歌ハ殆 ンド悪化 ノ傾向ガ無 イ｡要 ス

ルニ吸引綴緬中室洞 ガ他 ノ菌 デ汚染サ レテモ其

ノ個艘ニハ大 シタ悪影響 テ及ボサヌ様デアル｡

室洞内容中ノ結核薗ノ浩長 乾酪姓攣化テ起 シ

タ病寵叉ハ古 イ結核病竈 カラノ、「チール」ノ穎粒

第24表 吸引開始後 空洞 内容 中 ノ結核菌

以外 二無菌 ノ歌態 カラ感染 ヲ招來ス

.ル 迄 轟要 スルH籔 及感染 菌株(青 木)

患老
記号

吸引開始後感湊ヲ招

果u庭 勢 ・8数 感染菌縁
研一

, 8
-一 甲 …

鏑 斑樋
2 3 全 上

3 吸鰍 ワケ月斑 薩未憾 鷲姻

4 4 縞萄樋 及幕朧

5 20 葡萄朕噺

6 '9 箭萄紙輔 戚万礁性樋

7 20 建鑓猷軸 双細晴菌

8 '0 騎鰍 輔 滅グ・へ陰研'菌
一一

可 3 葡萄状王描

'0 4 鰍!揃 ・の鴫紬

日 '2 驕扶踊 瀞 膿角

」 ル2 23
一,

小.L

一

'3 lq 萌 釦揃職ひ9磯繭

ル4 50 嗣職 ウヲ粥 樹 尉
一

み

「ム ヅ フ」ノ頼 粒 ガ多 ク染 色 サ レル事 ハ古 クカ ラ

知 ラ レテ居 ル 事 デ ァル ガ 室 洞 内容 中 ニ モ亦 「チ

ー ル」ノ穎 粒 「ム ツ フ」ノ穎 粒 ガ 多 撒 諦 明 サ レル

許 リデ無 ク、 結 核 菌 中 ニ モ特 二彊 ク染 色 サ レル

穎粒 ガ多 ク、 穎 粒 ノ連 績 トモ云 フ可 キ像 ガ見 ラ

レル.叉 菌 自身 モ種 々 ノ攣 形 ヲ示 シ普 通 見 ラ レ

ル 「コ ヅホ」氏 菌 ノ・比較 的 少 ナ イ｡然 シ乍 ラ此 ノ

現 象 ノ・術 直後 ガ最 モ著 明 デ ア ツ テ、膿 汁 ガ稀 薄
ノ

ニ ナ リ菌 藪 ガ減 少 ス ル エ從 ツ テ定 型 的 ナ薦 テ誇

明 スル ニ至 ル揚 合 ガ多 イ｡

室 洞 内 ノ結 核 菌撒 ハ念 速 二滅 少 ス ル ノガ普 通 デ

ア ツ テ早 イ例 デノ・12日 、最 モ遅 イ例 デノ・134日

デ平 均49日 デ 検 鏡 上結 核 菌 ヲ 諦 明 シ得 ヌ様 一=

ナ ツ タ.結 核 菌 ハ 混 合感 染 テ起 シ タ後 ハ室 洞 内

容 カ ラ急 速 二減 少 ス ル モ ノデ ア ル.即 チ室 洞 内

容 ガ汚 染 サ レル3日 前 ト、 汚染 サ レタ時及 ビ汚

染後5日 テ経 タ後 ノ膿 中結 核 菌 ヲ比 較 スル ニ、

著 明 二減 少 ス ル事 ガ多 イ｡前 二述 べ タ様 二感 染

ス ル ト室 洞 内容 ガ 「アル カ リ」性 ヨ リ酸 性 二糊 テ

ス ル事 等 モ此 ノ原 因 カ トモ考 ヘ ラ レル、

第25表 空洞 内容 二感染 ヲ受 ケタ前後 ノ結核

菌 鍛 ト吸 引開始後検鏡下 ニ菌陰性 ヲ示 ス

マデ ノ日販(青 木)

邑看
旋号

麿洞 内裳 二

鼠繁授'漉
繭'弟 敏

涼 ≠γ垂ヶ

夕瞬噛 数

5e噛

ノ醒)敬

郵騨紬鍮耀赫
τ巧萬繭 挙ス
凡マ?ノ6数

皿 己.f立 塗{皿 331

皿 珂 皿 凹 皿 騒写1皿 42

皿 伺熔薮縦乞《'憾名榔 轟撒 箪魯擁失 134

皿

6顛

皿 《一)

6サ

《一, 29

ユ
}
颯 皿 泣 48

皿
}
立 `一⊃ 《o, 19

皿 K 皿 立 33

鱒 】置 躍 43皿里
皿 立 畷引磐 ≧

x 皿』_一 π 位 38

五 亙 ⊂一 ⊃ 1 12

皿一 一 皿 皿
一

93且
瓢
測

泣 皿 50一工.

辺 竃 皿 64
躍

彊
購篇総篇

72

7'

棟 引徽 ル8数ヲ幽 始メラ内

}秘 緋除駅 霞覇櫨 以外ル

1敵 陽性ナリ捌

4㌻

皿 72

巫 39

然 シ乍 ラ結核蔚 ガ検鏡上膿中カラ潰失 シテモ爾 之 レラ培 養 ス非 ト殆 ン ド総 テ ノ場 合 二陽 姓 デ ア
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ツ テ室 洞 内 ヨ リ結 核 菌 テ無 ク ス ル ト云 フ事 ハ極

メ テ至難 デ アル｡今 第26表 二仲 々滑 失 セ ヌ2

例v一 度 潰 失 シテ モ 叉 出 テ束 タ1例 蚊 二165日

デ清 失 シタ1例 トラ示 シテ居 ル｡要 スル ニ吸 引

療 法 二依 ツテ室 洞 内 カラ結 核 菌 ヲ無 ク スル コ ト

ハ容 易 ナ事 デ ナ ク、 長 期 ノ吸 引 テ必 要 トス ル事

思 バ レル｡籔

第26表 吸引開始後検鏡 下空洞 内容結核 菌

陰性 トナ リタル後 ノ菌 培養成績(青 木)

養
成
績

慧}

c・壱,

c噸鰯

`→←,

Ch

器ヘ ー
閥 沸 ㍉

、｡

へ

喫のV

＼列
、

の"
/㌻"＼

ル　 コぢのカ

瓢 硫,｡敷 響{3三2§ §2§

9｡零 疫 ノ 減 小

吸 引療 法 テ始 メル ト喀 庚 トシテ喀 出 サ ル可 キ モ

ノガ「カ テー テ ル」カ ラ吸 引 サ レル爲 二咳 鍬 、 喀

疾 ガ減 少 スル ノガ常 デ アル｡此 レガ即 チ吸 引 療

法 ノー ツ ノ数 果 デ アル｡第 表 ノ示 ス檬 二著

明 二滅 ズ ル ノガ孚 薮 デ3分 ノ1減 ガ20%デ ア

ツテ少 シモ減 ジナ イ ト云 フモ ノガ無 イ｡我 々 ガ

吸引 テ 日中丈 試 ミ夜 聞 ハ吸 引 ラ中止 スル様 二命

ジテ モ患者 ガ秘 カニ夜 中 モ吸 引 ス ル ノハ 翌 朝喀
ジ

疾 ガ減 少 スル爲 デ プルレ｡

第28表 手術後喀疲 中ヨ リ楡鏡下二

於 ケルソ結核菌 ノ清長 ノ状態(青 木)

第27表 手術前後二於 ケル喀疾一 日量 ノ

比較蚊 二減量(手 術後1ケ 月通計)

(窪田)

1

臓量」程疫 例 数 %

華

発 藏 与 }
l

l舟2・%

1

名潴 〃 4

名" 5

名" 6 ノ9%

士翻雑蔑
少」輔レシゆ脚▼,

12 39Z

計 31 100塔

鋭
騎

鎧

30

お

⑳

ー5

剛

3塑塵'甥23 69 '01・1'2t3t与

'

手 術 前 後 ユ於 ケ ル喀 疾 中結 核 菌 ノ潰 長 吸 引 開

ノ 始 ト共 二 室 洞 内容 ガ喀 庚 ト シテ喀 出 サ ル ・物 減

少 ス ルニ隣 ヒ喀 疾 中 ノ結 核 菌 モ亦 減 少 スル モ ノ

デ アルe術 後1週 間 デ72%ノ 例 デ 減 少 シ、4ケ

月後 デノ・総 テ ノ例 デ減 少 シテ居 ル｡検 鏡 上 陰 性

トナ ツ タ例 テ見 ル ニ 術1後 週 間 後 デ ル・15.6%'、

孚 年 後 ニ ハ61.7%陰 性 トナ ツテ 居 ル｡要 スル

ニ室 洞 カ ラ喀疾 ガ喀 出 サ レル揚 合 ニ ノ、結 核 菌 ノ

減 少 モ喀 疲 ノ減 少 ト同 ジク著 明 デ ア ル ガ他 ノ部

分 カ ラモ喀 疾 ガ喀 出 サ レル場 合 ノ・其 レ程 著 明 デ

無 イ謬 デ アル｡

第29表 手術後 喀疾 中 ヨ リ検鏡 下ニ

テ陰性 ヲ示 シタ例数(青 木)

鶉
3s

30

錫

20

1s

lO

5

[

一

隣

蜀

繭

難

一
一

一
一 吻 隆性

娚 弼 〃づ

鰐

灘

1

轡3

択1

雛 ミ
'二酬L3・'朔23与3 .6789'03日 罰3跨

10.肺 臓機能ヘノ影響
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吸 引療 法 工依 ル室 洞 ノi縮少 がMonaldi教:授 ノ

唱 ヘ ル如 ク、 室 洞 属 国 ノ無:氣肺 ノ伸 張 二依 ル モ

ノ デ ァ ル トス レバ 、 吸 引療 法 二依 ツ テ失 ハ レタ

肺 臓 機 能 が恢復 ス ル理 デ ア ル。 然 シ乍 ラ室 洞 ノ

大 孚 ハ肺 上葉 叉 ハ 肺 尖部 ニ アル爲 室 洞 ノ有 無 が

肺 臓 機能 工影 響 テ及 ボ ス寡 少 ナ カ ラ ウ トハ叉 想

像 シ得 ル塵 デ アル。 事 實 失 ハ レ多機 能 ハ 室 洞 が

閉鎖 シタ爲將 シテ恢 復 スル モ ノデ ア ラ ウカ。

Cor:man㈹ ノ、肺 臓 機 能 検 査 法 ト シテK:nipping

等 ノ所 謂02・De勉itラ 用 ヒ室 洞 患 者 二認 メ ラ

・レル02・Defi忽itノ ・吸 引i療法 二 依 ツテ 減 少1又ハ

消失 スル ト読 イ テ 居 ル ガ、 我 々 ノ 例 二 於 テハ

02-De丘zitニ ハ大 シタ影 響 テ及 ボ サ ナ イ様 デ ア

ル 。 次 二肺 活 量 デ アル ガ、 肺 活 量 ハ 手 術10日 目

ti

l1.空 洞

肺 結 核 空 洞 ノ大 イサハ 必 ズ シモ肺 臓組 織 ノ大 イ

サ トノ、一 致 シナ ク、 組 織 ノ敏 損 ヨ リハ愚 カ ニ大

キ ク見 エ ル モ ノデ ア ル トハMonaldi㈹ 等 ノ唱

ヘ ル虜 デ アル。Fleischner岡 寺 ノ・結核 空洞 ノ周

園 二無 気 肺 ノ アル事 テ明 カニ シ、Roth㈹,Sc如 露

berth(燭 ハ 空 洞 属 国 ノ結 締 織 肥 厚 ト見 ユ ル モ ノ

ハ 無 氣 肺 二依 ル コ ト多 イ ト説 イ タ。

然 うバ 賂 シデ此 ノ摸 ナ無 気 肺 部 ノ、如 何 シテ出 来

ル デ ア ラ ウ カr肺 組 織 が弾 力 性 ヲ有 スル事 モー

原 因 デ アル ガ、 室 洞 内 ノ歴 力 が大 踊 係 ヲ有 スル

事 が先 ヅ考 ヘ ラ レル。 室 洞 ノ内座 二關 シテ ノ、既

二,Coryllo轡39),〕Kayser㈹,Alexander㈹,Schu-

berth㈹ 等 ノ研 究 ガ ア ッ テ、 室 洞 内座 が室 洞 籏

大 二大 影 響 ア ル事 テ読 キ、特 二Schuberth,Br-

ooze㈹Pearson鱗 等 ハ室 洞 内座 が特 折 陽 暦 ラ示

ス コ トアル ヲ指 摘 シr空 洞 ノ治 癒 シ難 イ ノノ・此

ノ陽 座 ノ爲 デ アル ト樗 ヘ テ居 ル。

室 洞 内壁 二呼 吸 ノ際 二加 ヘ ラLル 座 力 テ考 ヘ ル

ト、 壁 ノ・吸 気 ノ際 ニハ 肋 骨 横 隔膜 ノ胸 廓 渡 大 蓮

動 二依 ツ テ外 部 二引 カ レルr郎 チ壁 面 ハ外 カ ラ

引 力Lル 事 トナ ル シt呼 気 ノ時 ハ室 洞 壁 ノ、外 部

カ ラ:歴迫 サ レル事 ト ナ リ室 洞 内座 ハ 陽 暦 トナ

ル 、 從 ツ テ室 洞 ノ壁 ハ室 洞 ノ内面 カ ラ腿 が加 ノ、

頃迄ハ減少 スルガユケ月後ノ・術前工篠 スル。文

典 ノ後モ此 ノ療法 デ著明工肺活量 が増加 スル事

ノ・無 イ様 デアル.之 ヲ要 スルニ吸引療法 ノ肺臓

機能ヘノ影響ハ實際的ニハ紛 り著明デ無 イ。

第30表 肺臓機能検査 一(北 村)

副
3饗 「

3騨 ・誠

23紛

賀

〔コ 肺 活 量

[盤 鋤 蝿
範 遇2ρ瀞1

" ヨ L_一 分爵 峰磯量
,r翻1

穴 .汐'"_

脚

ノ

輯 ぺ
＼ ノ鋤0 一

芸'言敢 …
…_一 喜 一蓋一を ・斎}を 一

内 歴

ル事 トナル。從ヅテ室洞 が一度出来ル ト室洞ノ・

次第二横大サレル事ニナル謬デアル。即チ室洞

が自然的二治癒 シ難 イ理由 ノーツハ實 二此 ノ鮎

ニアル。我々が手術 ノ時 カラ内座テ測定 シ得 タ

31例 二就テ見ルニ、呼吸二依 ツテ殆 ド動揺 シナ

イカ梢 ヒ動揺 スルノガ8例 デ其 ノ他ハ大氣 ノ座

ト同 ジデ呼吸二依ツテ盛ユ動揺スル。

室洞内座 ト室洞 ノ位置 トノ關係 室洞内歴が空

洞 ノアル位置二依ツテ何 ソ程影響サ レルカヲ先

ヅ胸側 ノ内側、中央部外側 トニ分 ケテ見ルニ、

外側ニァル室洞 デノ・比較的二内厘iノ動揺が少 イ

ノニ反 シ、内側 ノモ ノノ・動揺 が大 デアル。之 レ

室洞が外側ニアル程誘導気管支が気管 ヨリ遠ザ

カル爲ニ ヨル。帥チ外側 ノ程気管モ細 イ爲 ト考

ヘ フ レつレo

叉室洞 ノアル場所 テ肺尖部、鎖骨部、中野、下

野等 ユ分 ケテ見ルニ室洞内座 ノ強サバ室洞 ノア

ル野ニノ・盤 リ關係無 イ様 デアル。

空洞壁テ硬固姓、i琿力性 トニ囁別 シテ見ルト室

洞内座 ノ呼吸__..ル 動揺 ノ5糎 水墨以下 ノモノ

ハ弾力性室洞二多 ク、5糎 以上 ノモノノ・硬固性

室洞二多 イ.室 洞内座動揺 ノ大 イサハ叉室洞 ノ
ま

大 イサ トハ大 シ タ關 係 ガナ イ様 ユ思 バ レル。
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篇31表 窒洞 ノ位置 ト空洞 内座動揺ヘ
ーノ大 サ トノ關係 傭 藤)、

鶏頭 藍ア

{.}仙
巧

き
昏1孔'
101'5

'ρ

勿
艦'
器

㌘
30

免'
35 計

内側 ノ ' 2

中央 2 8 2 1 1 ' 15

外 個II 6 5 3 '4

計 8 '3 6 1 2 , 31

室 洞 内座 ノ攣 化 我 々 が診 タ室 洞 患 者 ノ室 洞 内1

墜 ノ呼 吸 二依 ル動 揺 ハ多 ク ノ場 合 一.4+4糎 水

腫 ノ強 サ デ アル が時 二 ・・一10+10糎 ノ様 ナ活 溌

ナ動揺 テ示 ス事 ガ ァルガ 、或 ル場 合 ノ・深 呼 吸 二

依 ル動揺 八省 著 明 デ アル6更 二談 話1笑 、 吻 漱

等 二依 ル室 洞 内厘iノ攣 化 テ見 ル。小 聲 デ談 話 サ

七 夕場 合 ニ モ 十10～ 十15糎 ノ動 揺 ラ示 シ、 笑 ρ

二依 ッ テ モ亦 同程 度 ノ憂 化 ラ示 ス事 が多 イ。 咳

漱 デノ・特 三蓋 グ シ ク+20糎 ノ傷産 テ示 ス事 が常.

二見 ラ レル、 咳漱 二依 ツ テ室洞 内腿 が高 マ ル事

ノ・誰 シモ想像 シ得 ル事 デ アル が談 話、 笑 二依 ツ

テモ此 ノ檬 二 陽暦 ニ ナ ル トノ、絵 リ氣 ノツ カナ イ

事 デ アル。'

室洞 内座 が高 マ ル ト云 フ事 ノ・結 局 室 洞 ラ披 大 サ,

第32表 空洞 内歴 動揺 ノ憂 化 ト手術 直後

ノ動揺 ノ大 サ トノ關係(齋 藤)

●

姫 鱒 秀綱g
内圧ノ動特5

幸
,o

ろ,
∬

,ρ

勿
免'
25

㌘
30

航ノ
r35

計

ノ々 月 畝内 許

殖 隻'セルモ'
6 6

4ル 月以 内=ラ
多高笑セル竃' z 7 3 , ノ3

4・洞凱挑 穏 当
勤権糀t鰻'

8

6 3 ノ ノ ノ 12

13 6 1 2 1 3'計

セル ト云 フ事 ニ ナル ノデ、 室 洞 アル患 者 ニ ノ・此

等 ノ事情 チ充 分 説 明 シ注 意 スル必 要 ガ アル。

第4図

12.吸 引療 法 ノ敷 果

.前述 ノ様 二多 ク ノ患 者 二於 テノ・手術 當時 ノ・室 洞
じ

内腿 ハ攣化 ス ル モ ノデ アル ガ、 吸 引療 法 ラ綾 ケ

ル ト次 第 二呼 吸 二依 ル歴 ノ動揺 が無 クナ リ、 叉

深 呼吸 二依 ル動揺 モ殆 ド同時 三 無 ク ナ ッ テ 來

ル。 次 イデ會 話 、 咳漱 二依 ル歴 ノ攣 化 が無 クナ

ル モ ノデ アル。.今1例 二就 テ室 洞 内歴 ノ清 長 ラ

圖解 シテ見 ル ト、 呼吸 深 呼 吸 二依 ル歴 ノ攣 化 ハ

14週 目二無 クナ リ、 會 話 二依 ル 動 揺 ノ・18週 目

咳漱 テ ヨル動揺 ノ攣 化 ハ20'週 日 『無 ク ナ ヅ3

居 ル。 之 レハ 吸 引療 法 二依 ツ テ誘 導気 管 支 が閉

鎖 シタ カ叉 ハ之 二近 イ状 態 ユナ ツ タ爲 ト思 ノ・レ

ル。 次 二室 洞 内厘iノ動 揺 ノ攣化 ト手 術 直後 ノ勤

惰 ノ大 イサ トノ間 ノ関係 テ見 ル ニ1ケ 月 以 内 二

勅

"

5f■

●'0

4S

0

-s

・'o

曹,5

1

第5圖 空洞内塵二野スル呼吸深呼吸

會話及ビ咳漱ノ影響 一 、

呼吸二依ル動揺 ノ消失 シタモノハ何 レモ手術直

後 ノ内座 ノ動揺 ノ少 ヒ例デナルめ女4箇 月以内
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ム座 ノ動揺 ノ無 クナヅタ例 モ亦比較的歴 ノ愛化

ノ少 ナカッタ例デアル。要 スルニ手術直後 ノ内

座 ノ動揺 ノ少 イモノ程早 ク動揺 が消失 スル様 デ

ア ル 。

第33表 空洞 内座 ノ呼 吸 ニ ヨル動 揺 ・ト

豫 後tノ 関 係(齋 藤)

豫 篠 例1陳 後`薮
.・

最初 ヨリ室洞 内 密調薄曇t'しモ'4'

圧 」重力権 ナ キ愚'教 鷲 三塁;=
ノ明明Fナルモ,2

経 過中空洞 内圧 ノ 空調 済生セルモ;Z

蝿 蛸脚 ・モ・13戚 驚 灘 、・

経過 車室桐 内圧 ノ1密 纈 隻セ乃モ,'

勤驕'・ ・'12嘆 最欺 甥
遡

1

空 洞 内厘iノ呼 吸 ニ ヨル動 揺 ト豫 後 トノ關 係:前 、

述 シ劣様 二最 初 カ ラ内座 ノ動 揺 ノ少 ナ イ例 ハ早

ク動 揺 ノ・消 失 スル モ ノデ アル ガ、 此 ノ場 合 室 洞

第6圖

第7圖

モ亦 消失 シテ居 ル カ如何 テ表 二依 ツ テ示 サ ゥ。

之v=依 ル ト最 初 カ ラ室洞 内座 ノ動 揺 ノ少 ナ カ

ツ タモ ノデ ハ室 洞 が銑 三浦 失 シテ居 ル カ、叉 ハ

消 失 セ ヌマ デ モ塞 洞 が非 常 二不 明 瞭 ニ ナ ツ テ居

ル。 経 過 中空 洞 内座 ノ動 揺 が無 ク ナ ツ タ者 モ、

既 二室 洞 が消 失 シタ カ又 ハ不 明瞭 ニ ナ ツ タ者 が

大 牛 デ アル。 反 之 未 グ内座 が相 常動 揺 スル モ ノ

デノ・室洞 ノ・明瞭 三諦 明 サ レル。 之 レカ ラ見 テ モ

・室洞 内 ノ歴 力 テ知 ル ト云 フ事 が 可成 リ意 義 ノテ

ル事:デ アル。 ・

吸 引療 法 二依 ル室 洞 ノ縮 少=今 迄 我 々 ノ吸引療

法 テ施 行 シ タキ ノ叉 ハ施 行 シヤ ウ トシ タ者 ノ・男

45名 、女17名 合 計62名 デ アル 。 此 等 ノ患者 ノ

室 洞 ハ何 レ程 ノ深 サニ アル デ ア ラ ウカ、 室 洞 ノ

深 サノ・断 層 寛 眞 二依 ヅ テ大燈 ハ知 り得)Lノ デア

ル ガ正確 ナ事 ハ試 験穿 刺 二依 ル ノが最 モ良 ク知

ラ レルら 我tノ 例 デ八 前 胸 面 カ ラ3～10糎 マデ

ノ深 サ ニ アル が大 多 数 ハ5糎 ヨ リ8糎 ノ商 ニ ァ

ノレ,o

第34表 前胸 ノ部燈表面 ヨリ空洞 前壁「

マデ ノ深 サ(前 田)

〆 男 女 計
3～ ㌔ 3 1 4

4～5 4 2 6

5～6 6 4 10

6～7 〃 1 12

7～ δ

'
7 3 10

8～9 3 2 5

9-10 1 0 、 1

不 明 1〃 4 14・

計 45 17 62

空 洞 ノ大 イサ:我 々 ノ材 料 デ ノ・室 洞 ノ大 イサガ

2～6糎 ノ直径 ノモ ノが大 多数 デ アル が断 雲空

洞 が消 失 シテ療 法 ラ完 了 シ タ者 ハ 何 レモ6糎 以

下 ノ直径 ノ者 が多 イ。概 シテ小 サ ナ空 洞 ハ縮 小

シ易 イ モ ノデ アル が小 ザ ィ室 洞 が必 ズ シモ容 易
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二縮 小 スル トハ 限 ラ ナ イ
。 縮 小 シ易 サノ・大 イサ

許 リデ ザ ク其 ノ他種 々 ノ條件 二影 響 サ レル。

～

第35表 空洞 ノ大 イサ一覧(前 田)

0-202卜 礪016,_
←一 …↓一 一〇8

20

計
7

… 而 ㎞…而而 ㎜ …㎜ 而 …㎜闇闇函謂備 一 畔雨一 聯 闇__{闇_闇

357ア0/3〃

一{劉一勢書 名
一一 一 汁 一… 一一・一 一一 一

1

6{

蒔}

711 10

2 26!2L/3 6z
ゆ

鍵

今 迄室 洞 が消失 シタ例 二就 テ吸 引 縫績 日数 テ見

ル ニ、 早 イ例 デハ3週 間 デ師 二断 層 爲 眞 デ モ室

洞 テ議 明 シ得 ナ イ例 ガ ア}レガ、 年 年 テ経 テ漸 ク

室 洞 が漁夫 シタ例 モ ア鷹

峯 洞牧 縮 ト室 洞 ノ形:小 サ ナ室洞 が比較 的 縮 小

シ易 イ事 ハ 就 二述 べ タ通 リデ アル が室 洞 ン 形 モ

亦 縮 小 二重 大 ナ關 係 ガ アル。 良 ク観 察 ジ得 々35

名 二就 テ空 洞 ノ形 ト縮 小 トノ関係 ヲ見 ル ニ、縮

小 シ易 イモ ノハ園 彩 文 ハ 之 レニ近 イ室 洞 二多 イ

ガ縮 小 シ難 イモ イノ・長 形 ノ モ ノが 多 イ様 デ ア

ル。此 等 ノ塞 洞 ノ牧 縮 ノ仕 方 ノ・図形 ノ室 洞 デ ア

ル ト中央 工商 ツ テ四方 カ ラ牧縮 シテ來 ル ガ、 細

長 イ室 洞 デ ノ・幅 ダケ減 ジテ溝歌 ニナ ツテ後 ノ・竹

箆37表 牧縮 ト空洞 ノ形(前 田)

「

ヒ 義
陪}多量ハ:セか昌

準 ズ ル モ ノ

長
彫 計

脇 シ鳥耗' 0 14
一,一_… 一 一

9

3 17

殿嬉 戯 覧モ,
1

1 8 13

計
一

1 23 ノ1 35

々閉鎖 シ難 イノが多 イ。

室洞壁 ノ性質 ト牧縮 トノ關係:室 洞 ノ縮小二八

又室洞 ノ壁 ノ性質 が問題 トナル事モ亦當然デア

ル。蕗 イ室洞 デ室洞 ノ壁二固イ結締組織 ノ多義

所謂硬固性 ノ室洞ハ室洞壁 ノ結締組織 ノ少 イ所

謂弾力性室洞二死 シテ牧縮 シ難 イ。之 レ唯二硬

固控室洞 デハ壁が固 イ許 リデナク塞洞 ノ周園二

伸張 シ得ル組織が少 ク固 イ結締組織が 多 イ爲 デ

ア ノレ.

第36表 空洞消 失叉 イ・縮小 マデ ノ日数 前田)

名蕪

■
■
■
■

冠

り

3

4

2

10

一旦

19

一19

{墨

15

最近 ・・kH.

く}

o

o

o

o

o

O

給

liく

鷺蒲 「199

擢過日婁幾

9曾

66

もら

66

蓼6

ヨ箸9

1『門

額ら8

1今9

⊆～〔堅慈

9奮0

9もr

991

第38表 空洞 壁 ノ性 質 ト牧縮 トノ関係(前 田済

心 淵 壁

硬固牲 ナU 撃助性 質, 計

蝸 賜 横, 7 〃 ●18

敬縮 シ難 キモ, 22 9 31

判定逢うサ旋, 0 3 色

1計
29 23・ 52

誘導氣管支 ト牧縮 トノ関係 誘導氣管支が室洞

吸引療法二重大ナ意義 ヲ持 ヅデアラウト云 フ事

ノ・、何入モ想像スル庭デ ァル。Coryllosハ 室洞

ト誘導気管支 トノ關係 ヲ論 ジテ誘導気管支ヲ次

瑠 種 二潟 別 シタ0,

(1)空 洞 へ室 氣 ノ出 入 が 自由 チ場 合窯 印 チ室

洞 二吸 入 サル ・瓦斯 ト流 出 サ ル,瓦 斯 ノ量
踊2ガ 同

一・量:ノ場 合
、
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第8圖 吸引前 ノ構圓形空洞

第10圖 空 洞 ・・殆 ン ド消 失 ス

第9圖 吸 引二依 ツテ空洞壁 が四方 ヨリ攻縮ス

第11圏 長 イ大空洞
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第12圖 吸引二依 り空洞 ハ縮小 セルモ

長 イ溝 ヲ残ス

σ「

駒

『

脚

噌鶏

副

レ

ニ

'

瀞願

醤

嫁
髪

懲

轍
,

∵
嘱
轡
叢
離
誇

も

そ
ゐ

ヒ
鐘

三
.

'

ル
寧G4
毒

鴎

ジ
演

ら
ヒ

を

コく

け
ノ

鯉
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(2)氣 管 支 力辮 檬 ノ働 キ テナ ス場 合 、EPチ 室

洞 内 昌 瓦斯 ノ流 入 ラ 自由 二許 ス ガ流 出 ガ困

難 トナ ル揚 合 、

第39表 誘導氣管 ト空洞 内歴 ト♂關係

(呼吸ニ ヨノレ内屋 ノ動 揺)(前 田)

(3)誘 導 氣 管 支 ガ閉鎮 シテ居 ル場 合｡

彼 ハ(2)ノ 場 合 二室 洞 ノ・盆 ヒ籏 大 シ、(3)ノ 場

合 ニハ 室 洞 ガ治 癒 シ得 ルレ ト設 イテ居 ル｡

Monaldi,Schuberthノ ・室 洞 二注 グ誘 導 氣 管 支

ノ多 クノ・辮 様 二働 ク事 テ述 べ、Mile㈹ ノ・叉 自然

的 二治 癒 シタ室 洞 二・・誘 導 氣 管 支 ノ閉鎖 ガ ア'ソ

セ事 テ病 理 解 剖 的 二認 メ、 氣 管 支 ノ閉塞 ガ出來

テ始 メテ室 洞 ガ閉 ヂ ル ト唱 ヘ テ居 ル｡我 々ハ断

層 寛 眞叉 ・・室 洞 内 二造 影剤 チ注 入 ス ル事 ニ ヨ ツ

テ誘 導氣 管 テ検 シ、誘 導氣 管 支 ノ吸 引療 法 二持

ツ意 義 チ考究 シ タ｡

先 ヅ誘 導氣 管 支 ト室洞 内歴 ト ノ關係 ラ見 ルニ誘

導氣 管 ガ認 メ ラ レナ イ9例 全 部 ガ少 シモ 内歴 ハ
ほ

動 揺 シナ イ ノニ反 シ、氣 管 ガ認 メ ラ レル24名 中

12名 力呼 吸 二 依 ツ テ内歴 ガ動 揺 シ、 他 ノ12名

ガ動 揺 シナ イ｡即 チ此 ノ事 カ ラ室 洞 内歴 ガ動 揺

セ 客 カ ラ ト云 ツ テ必 ズ シモ誘 導 氣 管 支 ガ閉 鎮 シ
も

タ ノデノ・無 イ ト云 フ事 ガ知 ラ レル｡

叉 手 術 直 後 ノ室 洞 内歴 ノ動 揺 ノ大 イ サ ト誘 導 氣

管 支 浦 失 ト ノ關係 ヲ見 ル ト、 誘 導 氣 骨 ノ早 ク滑

失 シタモ ノノ・手 術 直 後 ノ内歴 動揺 ノ小 サ イモ ノ

デ ア ツ タ｡然 シ動 揺 ノ小 サ イモ ノガ必 ズ シモ誘

導氣 管 支 ガ無 クナ ル繹 デハ ナ ィ｡

次 二室 洞 牧 縮 ト誘 導 氣 管 支 トノ關 係 テ見 ル ト、

第40表 誘導氣管清失 ト手術直後二於 ケ

ル空洞 内座動 揺 ノ大 キサ トノ關係(前 田)

麿凋 内

言勇1屈
鼠 管

窒 凋内圧 ル
動 権ヌルモル

堂 胴 内屈'
勤粍セ嚇 モ'計l

l

認 メ得ルモ 月 ノ2 ノ2
1

2与i

匿繍1砺 モ正 0 9 9

言十 '2 21 33

縮 小 ノ著 明 デ ア ツ タ モ ノニ ハ誘 導 氣 管 支 ノ閉 ヂ

タモ ノ ガ多 久 牧 縮 シ難 イモ ノノ・氣 管 支 ノ大 キ

イモ ノニ多 イ｡即 チ室 洞 二陰 墜 デ作 ル事 ハ誘 導

氣 管 支 ガ大 キ イ場 合 ノ・仲 々 困難 デ アル許 リデ無

・ク、 咳嚇
、 話 等 二依 ツ テ陽 歴 テ生 ジ易 イ爲 二室

洞 ノ縮 小 ・・困 難 トナ ル繹 デ アル｡然 シ乍 ラ空洞

ガ縮 小 スル爲 ニ ノ・誘 導 氣 管 支 ガ閉 ヂ ル事 ヲ絶 封

二必 要 トスル繹 デノ・無 イ｡今 此 ノ間 ノ關 係 ラ知

ル 爲 メ残 存室 洞 ノ謹 明 法 ヲ比 較 シテ見 ル｡

卸 チ室洞 力普 通 ノ「レ」像 デ讃 明 出來 ヌ場 合 モ噺
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:第41表 空洞取締 ト誘導 魚骨支(前 田)

層 爲 眞 デ 八街 認 メラ ゾル事 が多 イ.叉 断 層 爲 眞

デ謹 明 細 來 ヌ室 飼 モ造 影 剤 ・汗 カ デ.一テル」カラ

逡 入 スル時 八 街 識 明 出来 ル場 合 ガ アル故 二、 残

存 室 洞 ノ誇 明 二 八造:影齊1注入法 が最 善 デ アル。
き

うζ造 影 剤 注 入法 二依 ル ト誘 導気 管 支 ヒ室 洞 トノ

關 係 モ 明瞭 轟知 ル:事が出来 ル モ ノデ アル.

第42表 最近時 二於 乞ル空洞甚 ダ小 ニ

ナ レルモ ノ各撮影 二於 ケル比較(前 田)

塾 鶴x椥 伽 鱈殉 躍&r・輌,8

噛

1-1一} /-/ /_1

逐
一

}一
1十～

9{一 画 /-1

十ンへ
}一{一 　

→ラ 臓 一
}～ 一 一

一 卸 一←'

_一 一

.鰯階 「嘲騨'

ぞ一一1

一 欄
s一 一

一 一一 一

4卿 ■ 暉 一 ÷1

}

÷

ら一+・
』

6一 量

1÷ ・

留… 盟…m

齢

'十

一 一

十

一 　 一丁一

・十

一一一一

十
一

「一←1

十

『 一

'十 一 十
.

一_π

土 一・ 一 ・

一 一 一

・+・ 一(一}

唖 い 《一)

一 一 一}"m』
ノ

+一1一)
一}一 一一_

や 選一,

1十1r一 一
'r,一

8一 一!
一 置四一

9一 一!
←_

蒙o-/一.

皿

!十1

一}

士

穏 一/一} 良士ノー

峰)

(+) {÷〉り{一)
　 '、

1や) (一b(一)1?_ξ ÷…
一～一 一

13-1噺
一一一一 一 一

k→・} {+ 乱÷稼 手)

14一 一猛 《一1 叶 ♪ `十}・(一}

絶姻 尚影響。・卜土拳碇.皆 曜、

←適r洞,塾 靭

{◇媚B養 」【碍赦
一 翼碧擁縄

縮 小 シ無 イ室 洞 二室洞 ノ・如何 ナ性 質 ノモ ノデ モ

1又何 慮 ニ ア ツ テ モ吸 引療 法 二依 ツ テ多小 ナ リ ト

モ縮 小 ス ル モ ノデ アル.然 シ全 然縮 小 シナ カ ッ

タ例 モ無 イi澤デノ・無 イ.此 等 ハ 末期 結 核 患 者

デ、 唯喀 疾 、 咳漱 テ少 ク スル 目的 二吸 引療 法 が

施 行 サ レタ例 デ アルr勿 論肺 臓 組織 ノ廣 範 園 二

渡 ツ テ無 クナ ツ タ例 デ アル。

又 一 般 状 態 ノ非常 三 悪 イ患 者 二 吸 引療 法 ヲ施 行

シ タ礎 デ、 室洞 が縮 小 シt其 ノ目的 ヲ達 スル 事

今此 ノ様ナ方法デ検査シテ見ル ト、室洞が殆 ド
　

消 失 シ タモ ノデハ 誘 導 気 管 支 が漕 失 シ タモ ノが

多 イ.然 シ乍 ラ誘 導 氣 管 支 ノ閉 鎖 が室 洞 ノ縮 小

三絶 封 必 要 デ アル課 デ ハ無 イ。 從 ツ テ誘 導 氣管

支 ノ閉鎖 が不充 分 ナ場 合 ノ・室 洞 が殆 ド消失 シテ

モ翁渡 大 スル モ ノ ト考 ヘ ネ バ チ ラナ ィ。

室 洞 ノ位 置 ト牧 縮 トノ關 係:我 々 が室 洞 患 者 テ

診 テ、 之 レデ手 術 スル ユ先 ダ チ此 ノ室 洞 が吸引

療 法 二依 ツテ賂 シテ縮 小 スル カ如 何 カヲ知 り度

ク思 フ ノが當 然 デ アル。 第43表 二示 ス様 二比

較 的 縮 小 シ難 カ ッ タ室 洞 ノ・胸 廓 ノ内側 ニ アル モ

ノニ多 カ ッ タ。 此 等 ハ其 ノ肺 尖 ニ ア ル ト鎖 骨 下

ニ アル トテ問 ノ・ズ何 レモ非 常 二縮 小 シ難 イ様 デ

アル。 縦 隔 膜 二近 イ室洞 ハ比 較 的 太 イ誘 導 氣管

支 二連 結 シテ居 ル爲 ト思 バ レル。

第43表 空洞 ノ位置 ト其敢縮(前 田)

空洞1位 置 きリノ牧縮
牧 郎1'難

キキ,

取 縄 ン
易キ靭

神 鐸 ψ,
判 定茅勃亀

討右 左計 右左計 右佐 茗十

肺 尖 部 1 0 , 0 o 0 0 0 o 1

蝋 騨
外側

0 ノ ゴ 0 o 0 σ0 0 ノ

0 2 2 0 3 3 o 0 0 5

, ノ2 0 ' ' 0 o 0 3

離礁
2 o 2 0 0 0 0 0 0 2

3 2 5 鉢 ノ 5 7 0 ノ〃

2 2 嬉 2 3 5 ノ0 ノ 〃

肺 上 野 ノ 2 3 2 2 庵 1 0 ' 8

静止帳綴
, o ' 0 o o 0 0 o ノ

1 ゐ 7 o 1 ' 0 0 0 8

麻や 外側
0 0 0 0 o 《》 0 0 0 0

ノ 0 f 0 o o 0 ' ノ 2

計 '3'6
匙

η 8 〃'9 3 ノ与園

ハ 不 可能 デ ア11c女 童 洞 ノ周 園 二肺臓 組 織 叉 ハ

伸 長 ス可 キ組 織 が無 イ場 合 ノ・室 洞 ノ・縮 小 シ得 ナ

イ。 女 童洞 が絵 リニ外 側 ニ アツ テ肋 骨 トノ間 三

組 織 が無 イ様 ナ場 合 ハ吸 引 ノ数果 ノ・期 待 出 來 ナ

ィ事 が多 イ。

13.合 併 症

吸引療法中肋膜爾葉間二充分ナル癒著が無 イ場
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合 ハ気胸 が出來 、 更 二混 合感 染 二依 ル膿 胸 テ起

ス事 八 筋 二述 べ タ通 リデ ア ル ガ、 術 前数 回気 胸

テ試 ミ雨 葉 間 二空 隙 ノ無 イ事 ヲ確 カ メル時 ノ・勿

論此 ノ様 ナ合 併 症 ハ防 ギ得 ル。 事 實 自分 ・・未 ダ

膿胸 ノ経 験 ヲ有 シナ イ。

出血:手 術 中 出血 ス ル事 ノ・常 然 デ アル が吸 引 中

二出血 ス ル事 が往 々アル。 此 ノ様 ナ場 合 バー 時

吸 引 テ中 止 ス レバ 間 モ ナ クjL血 スル。 唯1例 高

血歴 患者 デ手 術 シタ虎 、 手 術 時 ・・殆 ド出血 シナ

カ ツ タガ其 ノ後 連 日出 血 シ、 爾 肺 全 野 二気 管 支

性播 種 ヲ起 シ逡 二吸 引 ヲ中 止 シタ例 テ縄 験 シテ

居 ル。叉1例 ノ喉 頭結 核 患 者 デノ・室 洞 が一 度縮

小 シタ が喉 頭 結核 増 悪 シ、 全 肺 二撒 布 テ起 シテ

死 亡 シ タ例 モ経 験 シテ居 ル。 要 ス ルニ合 併 症 ノ

アル患 者 デノ・豫 後 が一般 三思 ・・シク無 イ檬 デ ア

ノレo

特 二榮 養 状 態 ノ悪 ル イ患 者 デノ・伸 々榮:養 ノ恢 復

が思 ハ シク無 イ鵬、 先 ヅ・.一般 状 態 ヲ良 ク シテ然

ル後 手 術 ス可 キ デ ァル。 次 ニ一 般 二心 配 サ レル

ノノ、1婁管 デ アル。

1婁管=Monaldi,Schuberth等 ノ・「カ テー テ ル」

チ抜 キ去 ツ タ後 二凄 管 ヲ残 ス事 が殆 ド無 イ ト云

ツテ居 ル。 自分 等 ノ例 デ モ傷面 ノ膿 カ ラ可 成 リ

ノ結核 菌 テ讃 明 シタ例 デモ「カテ ー テ ル」ヲ抜 キ

去 ツ タ後 ・・痩 管 テ残 サズ治 癒 シテ居 ル。 然 シ極

ク稀 ニ ノ、痩 管 ヲ残 ス事 ガ アル。

1↓.吸 引療法 ノ理論

吸引療 法 ノ理 論 ノ・別 二特 別 六 ケ敷 ク考 ヘ ル必要

ハ無 イ檬 二思 ノ・レル。 既 二述 ペ タ檬 二室洞 内歴

ノ動 揺 が著 明 デ ア ル場 合 ハ長 時 間 吸 引 シテモ尚

縮 小 シ難 イモ ノデ アル。 反 之 容 易二縮 小 シ易 イ

室洞 ・・間 モ無 ク吸 引 不可 能 トナ ル事 が多 イ。 此

ノ事 カ ラモ室洞 内腿 テ陰 暦 二7ル 事 が縮 小 ノ第

一條 件 デ アル
。 此 ノ際 誘 導 気 管 支 が何 等 カ ノ機

軸 デ閉鎖 スル ト治 癒 ・・最 モ理 想 二 出来 ル繹 ト考

ヘ フ し/ノレ
o

叉吸 引 サ レル事 二依 り室 洞 内 壁 が清 浄 サ レ、 新

第13同 一21/%!41 手術 直後 ノ空洞 鏡所見

ラ シイ肉芽組 織 が出来 結 核 菌 が減 小 ス,・事 モ亦

一 大 原 因 デ アラ ウガ
、 室 洞 内容 が吸 出 サ レル爲

中毒 現 象 が無 ク ナル事 、 咳 疲 、 咳漱 等 が少 ナ ク

ナ ル爲 一般 状 態 が良 クナ ル事 モ亦其 ノ原 因 ヲナ

スモ ノ ト思 ノ・レル。 第13,14,15,16圖)

うζ室洞 壁 ノ運 動 卜云 フモ ノモ室洞 ノ縮 小 ニ ノ・相

常 ノ影 響 ガ アル モ ノ ト想 像 サ レル ガ、 室 洞 壁 ノ

運 動 テ動 態 爲 眞 デ観 察 ス ルニ、 肺 上 野 ノ室 洞 壁

ノ・肋 骨 ト同相 二、 肺 中野肺 下野 ノ室 洞 ノ・横 隔 膜

ト同相 二動 ク ノが普 通 デ アル ガ、 吸 引療 法施 行

空洞 内壁が乾酪性愛性 ヲ示ス
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第14圖 一20!1/42吸 引中、空洞鏡 所見 空洞 内壁が清浄 サ レ既二乾酪性物 質 ヲ見ズ

黙
.鑑

あ

　

、飼

孟

羨

譲
鑑

第15圖 一5/]ノ42

第16圖 →

26π【!42

吸 引中

空洞 内壁 ノ乾酪怪物

警繍 講 評

手術 直後 ノ空洞鏡所 見 空洞 内面乾酪性愛性.ス

L・ヴ

1!・ 、'

・敷

.葬

ゴ忌

illlこ＼ 、
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第17圖 左側上葉二鳩 卵大 ノ空洞 ア リ

号

ヅ
ぜ

第18圖 「キモグラフ」ニテ撮影ヌル昌空洞

伺著明rナ リ空洞 壁 ノ動揺モ亦著 明ナ り

ご心 .髪

運`

ゴ.選 拶'

..亀

「館

・;
陰N4

象
菖
●

.望
,

lc圖 吸引療 法テ依 り空洞 ハ縮小 サル

空洞壁 ノ運動 モ亦不 明瞭}ナ ル

厚

田悌

制1ゆ
}… 榊

一 ・ll '

!・ .鬼 勝`〆.

の

・ ,,・ ・{髪

「嵐

、.`、

・二重.

霧

第20圖 吸 引前空洞 ハ左側上野 ニア リ

鳩卵大 ナ リ
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第21圖 吸 引療法施行後空洞 ハ消失 セ リ

ロらゆヘド

』・・:,噸 雛;i6
,B8';

一_曲餉幽 超』

｡Lン:転
・ 洲 、

廊 ラ

へ

誕 罷

ム

鳶
警

-

'第22圖 左鎮骨下二鶏卵大 空洞

左肺尖部 昌母指 頭大 ノ空洞 ア リ

り.嘆i

硝隊 、

圃
・離 罫諸 ・㌃

関

鴛角

、

当

唱

ー

-
r

毒

一
∴

海
,磯

瞬
づ
塩

塁

ぶ

.

濁

・

釦

気
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、

謬
9榿

.・サ

蝦徽
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幽
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嶺
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留
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瓢

、

第23圖 大 ナ ル空洞 二吸 引療 法 施 行 セ

ル 所 肺 尖 部 ノ空洞 モ共 ニ 縮 小 セ リ

、右 側 ノ浸 潤 モ亦 吸 牧 サ ル

^6991

一 舶自 ウL・ ,「》

母

筆
'}噺

伊

'

㍗

譲

齢
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第24圖 左側 ノニ 箇 ノ空洞 ハ既二消 失セ リ
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ス ル ト室 洞 壁 ノ蓮 動 ガ 甚 ダ シク限 局 サ レテ束

ル｡此 レモ亦 室 洞 ノ治 癒 機 韓 ノー ツデ アル ト考

履

ヘ ラ レル｡(第17,18,19圖)

15.手 術 ノ適 磨症

前述 ノ事 カラ吸引療法 ル適鷹症ハ第一二孤立性

空洞デ然モ其 ノ周園二伸長ス可キ組織ガアル事

デアル｡叉 手術 ノ難易ノ鮎カラ見 レバ、鶏卵大

ノ大 イサガ=最モ望マ シイ｡(第20,21圖)尤 モ2

箇 ノ室洞ガ蚊 ンデ居ル場合吸引療法ガ必ズシモ

非適慮デアル トハ限 ラナィ｡若 シ雨室洞問二可

成 り廣 イ連絡ガアレバ、一方 ヲ吸引スルコ トニ

依ツテ雨方 ノ室洞ヲ縮小 サセルコトガ出束ル｡

(第22,23,24圖)從 ツテ2箇 ノ室洞ガ蚊 ンデ居

ル場合ハ断層爲眞二依 ツテ將 シテ雨者間二連絡

ガアルカ如何 カラ確 メタ後手術 ス可 キデアル｡

若 シ雨空洞ガ互二別々二存在 シテ居ル時ハ、一

方 ノ室洞力縮小 シテモ他 ノ隣凄 シタ室洞ガ籏大

スルコトトナル｡第 ニハ室洞近邊 ノ肋膜雨葉間

二完全ナル癒著ガアルコト、第三ハ室洞夫 レ自

身ガ病症 ノ大部分ラ占メテ居ルコト｡若 シ滲出

性 ノ病 竈 ガ アツ テ夫 レニ室 洞 ガ アル5カ3ζ ハ 非

常 二廣 範 園 ノ檜 殖 性 ノ病 ロ カ ア ツ テ且 叉 塞 洞 ガ

アル ト云 フ様 ナ場 合 ノ・室 洞 ガ消 失 シテ モ病 状 ガ

必 ズ シモ輕 快 スル ト云 フ繹 ニ ノ・行 カナ ィ｡叉 喉

頭 結 核 トカ腎 臓 結 核 、 腸 結 核 トカガ合 併 シテ居

ル場 合 ノ・室 洞 テ治 癒 セ シ メテ モ大 シ タ殻 果 力期

待 出來 ナ イ コ トノ・當 然 ト云 ヘ ヤウ｡第 四 ノ・患 者

ガ充 分 長 期 間 二治 療 ヲ受 ケ得 ル諸 種 ノ條 件 ヲ具

備 スル コ ト｡吸 引 療 法 ト錐 モ可 成 リ ノ長 日月 ラ

施 行 シナ イ限 リ数 果 ハ 望 メ無 イ｡Monaldi㈱ 等

ノ・3ク 月 間 ノ吸 引i療法 ラ施 行 ス ル コ トテ冒標 ト

シテ居 ル様 デ アル ガ、 此 ノ様 ナ短 期 日 ノ聞 デハ

充 分 ナ ル数果 ハ期 待 出來 ナ イ｡孚 ケ年 、1ケ 年

綴 績 スル ノガ我 々 デノ・普 通 デ アル｡從 ツ テ充 分

ノ長 期 間 ノ治 療 ヲ受 ケ得 ヌ様 ナ患 者 カ ラノ・数 果

ヲ期 待 シ得 ナ ィ ノガ當然 デ アル｡

16ボ 吸引療法ノ敷果 ノ批判

室洞吸引療法 ノ檬ナ結核治療法 竣課 ノ批判ノ・

仲々容易デ無 イ｡結 核患者 ノ全経過 テ見 タ上デ

ナケ レバ批判 シ得 ナイ問題 デアルガ今弦 二比較

的短期間二於ケル交媒 ヲ暴ゲテ見ル｡

先ヅ我々ノ成績 デ述ベル前ニ外國 ノ成績 ニ就 イ

テ述ベル事 トスル｡Morelli㈹ ノ198例 二就 テ

見ルニヲ3デハ経過良好 デアリ、特二其 ノ孚数 デ
ノ

室 洞 ガ既 二浩 失 シ、 治 療 ガ完 成 シタ ト報 告 シテ

居 ル｡Monaldi(24>二 依 レバ330例 申140名 ガ既

二室 洞 ガ 消 失 シ、88名 ガ 数果 無数 ト ノ事 デ ア

ル｡SchubeTth㈹ ハ41例 中19例 、Sartorius閻

ハ27例 中9例 ニ テ室 洞 ガ潰失 シ、14例 二i縮小

シ タ旨報 告 シテ居 ル｡Kupka⑩ 等 ノ報 告 二依 レ

バ17例 中 僅 カニ1名 ノ室 洞 閉鎖 患者 ラ見 タル

ニ過 ギズi敷果 鹸 リ芳 シカ ラヌ事 ガ察 知 サ レル
｡

次 二我 々 ノ62例 ノ成 績 テ示 セバ、術 中血 疾 、 喀

血 等 高度 ノ 爲手 術 テ 断 念 又 ハ 申止 シタモ ノ10

第44表Morelliノ 成 績

1群 、数 果 ナ キ例

i蕪蕪獅ミ1
皿群、観察中 ノモ ノ

1欝 二llll鷲1拡

灘 彙諜 齢 謂
皿群、空洞 消失 シ治療 ヲ中止叉 ハ中止 セン トスル

モ ノ

1)空 洞 消 失 セル モ 爾 「ネ ラ トン」通 シ テ ア

ノレモ ノ

2)治 療完 了後空洞清失 セルモ ズ ll}η
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第45表Monaldiノ 成 績

総 例330

1、 臼下治療 中

皿、 空洞清 失

1)孤 立性 空洞

2)空 洞 ノ周 園二病墾

3)他 側 ニモ病 愛

4)空 洞 側二廣 範園 ノ病愛

皿、不 成 功

IV、 数 果不充分

v・不 明 《

第46表

総例

102

十

Schuberthノ 成 績

1、 空洞潰失治療 完了

鉦、空洞溝 失セルモ「カテーテル」爾霧紙 菌 陰

性

皿、爾小空洞残存

IV、 空洞再 出現

V、 空洞縮小、菌 陽性

▽1、数 果著 明ナ ラズ

39

15

鍛

-
蕊

O

G
V

4

喉

第47表 空洞吸引療法施行患者経過一覧表

5

2

ドO

Q
り

1▽、 手 術 中 止 セ ルモ ・

1)血 疲 、 喀 血 λタ メ

2)空 洞確 認 不 可 能 ノタ メ

総例 62

1、 数 果著 明 ナ ル モ ノ

灘驚鞠瀞
fi、 観 察 中 ノモ ノ

り 空 洞 甚 ダ ジク縮 小 セ ル モ ノ

2)空 洞 相 當 程 度 縮 小 セ ル ラ ノ

3)突 虻果、バ カバ カ シ カ ラザ ノシモ ノ

(病 状 輕 減 ノタ メ施 行 セ ル モ ノ)
き

4)施 行 開 始 セ ル モ爾 剣 定 不 可能 ノモ ノ

皿、 中止 セ ル モ ノ

1)中 止 セ ル モ数 果 ア リシ モ ノ

(「カテ ー テ ル 」抜 ケ シ タ メ)

2)合 併 症 ノタ メ 中止 セル モ ノ

イウ 傷面牝 膿

の 出血(高 血護症 合併)

ハ)心 悸充進

3)死 亡セル モノ

イ)症 駅輕減 ハ ヌメ行 ヒシモ ノ

の 施行後悪・化セ ルモ ノ

4)家 庭 ノ事†青

4

13

626

3

2

01

ー

'

り
0

謹

ー
4
三

1

1

:}4

:}1・

例 、手 術 セル者52例 中数 果 顯 著 ト思 ノ・レル モ ノ

16例 、 縮 小 著 シイ者17名 、数 果 面 白 ク無 イ者

6例 、 吸 引 中止 シ タ者10例｡内 死 亡者4名 トナ

ツ テ 居 ル｡

然 シ乍 ラGrass(tslノ 云 ヅ タ如 ク断 層 爲 眞 デ モ誼

明 出 束 ナ クナ ツ タ空 洞 ガ 「ガ テー テ ル」ラ蛾 キ取

ヅ タ後 或 ル期 間 ヲ過 ギ ルレト叉 現 ハ レプレ事 ガ アル

我 々 モ亦2.3ノ 例 ヲ経 験 シテ居 ル｡即 チ室 洞 ガ

清 失 シテモ氣 管 ガ閉 鎮 セヌ以 上室 洞 ガ再 開 ス ル

事 ガ アル羅 デ アル｡從 ヅ テ此 ノ場 合 轟他 ノ虚 脱

療 法 ヲ同時 二行 フ事 ガ必 要 デ アル｡Burnand,

Franken⑯ ノ・吸 引療 法 デ室 洞 ガ完全 二治 ラナ ィ

場 合 ハ胸 廓 整 形 術 ラ ヤ ル可 キ デ ア リ、叉 胸 廓 整

形 術 ノ時 モ吸 引療 法 テ拉 用 ス可 キ事 テ 主唱 シ、

Kremer(2i)モ 亦 胸 廓 整 形 術 後 爾 残 存 スル 室 洞 ニ

ノ・吸 引療 法 チ施 行 シタ例 ラ報 告 シテ居 ル｡We・

ber〈1s)モ亦 胸 廓 整 形 術 ト吸 引療 法 ヲ 蚊 用 ス可 キ

ラ読 キ、Kupka(19)ノ 、胸廓 整形 術 ノ前虎 置 トシテ

吸 引療 法 ラ施 行 ス可 キ ヲ読 イ タ｡Monaldi⑳ 自

身 モ亦横 隔膜 紳 経 手術 療 法 、 彼 ノ所 謂Anter-

olateraleThorakoplastikヲ 併 用 ス可 キ事 ヲ設

イテ居 ♂レ｡

我 々 モ亦 吸 引 療 法 中 横 隔膜 紳 経 捻 除 術 ラ施 行 シ

タ例 モ相 當 ア リ、 又 肺 尖 部 ノ部 分整 形 術 ラ吸 引

中施 行 シ、 室 洞 ガ縮 小 シタ例 ヲ糸隙 シテ居 ル｡

自分 ノ・吸 引療 法 二依 ツ テ室 洞 ガ濡 失 シ、 喀疾 中

二結 核 菌 ヲ讃 明 セ ヌ檬 ニ ナ リ
、 一 般 歌 態 ガ恢 復

シ タ後 モ部 分 胸 廓 整 形 術 ラ施 行 シ、 室 洞 ノ再 開

テ防 グ事 ガ 合理 的 ト考 ヘ テ居 ル｡'
お

叉 此 ノ様 ナ手 術 療 法 テ行 ツ タ虚 デ結 核 ガ夫 レノ

ミ デ治 癒 ス ル繹 デノ・ナ ィざ 他 ノー 般 療 法 テ同時

二 行 フ可 キ デ アル ハ論 ヲ挨 タナ イ
｡私 バー般 療

法 デー 般 状 態 テ良 ク シ タ後 吸 引療 法 ヲ始 メル ト

云 フ風 ニ シナ イ ト却 ツ テ思 ハ シ ク無 イ様 二 思 ツ

テ居 ル｡

之 テ要 スル ニ本 療 法 ノ償 値 ハ 爾藪 年 後 ノ経 過 ヲ

/
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第25圖 、吸 引 療 法 モ 俵 ツ テ空 洞 ハ消 失 シ噺層

窺 眞 二依 ツ テ モ 既 二 之 ヲ謹 明 シ得 ズ「カ
テ ー テルJヨIJ「 モ ル ヨ ドール 」ヲ送入 セ ル
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第29圖:左 上葉 二大 空洞 ア リ横隔 膜神経

捻 除術 ヲ施行 セルモ空洞 ハ縮 小セズ

第31圖 止 ムナn部 分胸廓整形術 ヲ施ス

空洞殆 ソ ド謹 明 シ得 ズ
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第30岡 空洞 吸 引療 法 二 依 り甚 ダ シ 〃縮 小
セル モ 依然 空洞 ト氣 管 ト ノ間 二大 キナ 連

絡 ア"、 空洞 《 コ シ以 上 仲 々縮 小 セ ズ
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第32国 方 上葉(鎖 骨下)二 鳩卵:大ノ空洞

ア リ、喀疾 中結核菌多数詮明 人工氣

胸不 可能'
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第33圖 吸引療法 ヲ施行 セルモ空洞仲 々

縮小 セズ誘導 気管支廣大 ナ リ
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見 劣上 始 メテ制 定 サ ル可 キ モ ノ デ アル ガ、 適 當

ナ室 洞 ラ選 ン デ吸 引 療 法 ラ施 セバ、 室 洞 ハ 消 失

シ喀擁 中 ノ結 核 菌 が陰 性 トナ ル事 グ ケノ・確 カデ

アル。噛今 直3昌 此 ノ療 法 カ ラ多 ク テ期 待 スル事

が出 来 ヌ が他 ノ虚 脱 療 法 ラ合 併 ス ル事 二依 り.ヨ
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